
HBG 版 ティーチングポートフォリオ（R5 改定版） 

1.基本情報 

名前 浅香真由巳 

学部 

学科 

看護学部 

看護学科 

職名 准教授 

在籍年数 15 年 

教育年数 29 年 

専門領域 精神看護学 

2.教育の活動 

最近 3 年間の担当科目 

科目名／開講期／受講者数／備考 

精神看護学概論／後期／1 年次生(80～90 名)／必修科目 

精神看護援助論Ⅰ／前期／2 年次生(80～90 名)／必修科目 

精神看護援助論Ⅱ／後期／2 年次生(80～90 名)／必修科目 

精神看護学実習／通年／3 年次生(80～90 名)／必修科目 

地域統合実習／通年／3 年次生・4 年次生(80～90 名)／必修科目 

精神看護援助論Ⅲ／前期／3 年次生（1～7 名）／選択科目（コース必修科目） 

精神看護演習／後期／3 年次生（1～5 名）／選択科目（コース必修科目） 

精神疾病治療論・各論／前期／3 年次生（1～5 名）／選択科目（コース必修） 

精神保健看護実習／前期／3 年次生（1 名）／選択科目（コース必修科目） 

基礎看護学実習Ⅱ／前期／2 年次生（5～6 名）／必修科目 

フレッシュマンセミナーⅠ／前期／1 年次生（80～90 名）／必修科目 

看護研究セミナーⅠ／後期／3 年次生（担当学生 2～4 名)／必修科目 

看護研究セミナーⅡ／前期／4 年次生（担当学生 4～5 名)／必修科目 

看護統合セミナーⅡ／前期／2 年次生（80～90 名）／必修科目 

看護統合セミナーⅢ／後期／3 年次生（80～90 名）／必修科目 

看護統合セミナーⅣ／後期／4 年次生（80～90 名）／必修科目 

職業選択と職業的アイデンティティ／前期／4 年次生（5～10 名）／選択科目 

3.教育の理念・目的、方法 

なぜ行っているのか（自ら

の信念、価値観、目指すも

の等）、教員としての目

標、学生に求めること（期

待）等 

共通する方法や方針、独自

の工夫等 

看護専門職者としての最低限の専門的知識、援助技術の習得を基盤に臨床

現場での看護活動への活用を実習で体得し、卒業後現場で自律して活躍で

きる看護師を育てたい。看護は人命に関わる対人援助の専門職なので、対

象者から信頼される人であってほしい。そのためのコミュニケーション

力、他者への配慮・気遣いができる人間力を育み、社会人としての自覚と

自律心、責任感を身につけて現場へ送り出したい。また医学、看護のエビ

デンスは進化し続けているので、常に疑問を持ち、主体的に学ぶ姿勢を持

った看護師に育てたい。 

4.教育改善と成果 

学内外での教育活動、委員

会活動、FD 活動で行って

【学内】 

実習委員会：学部全般の実習計画、実習上の情報交換および問題解決、実

習オリエンテーションの企画・運営、各施設との連携等 



きた改善及びその成果 新カリ、旧カリ実習計画、統合実習実習計画など 

就職・キャリア支援委員会：学生の就職活動状況の把握、支援、各学年の

ガイダンス計画、卒業生の動向把握等 

広報：学生確保対策 オープンキャンパス、高校訪問、高校ガイダンス、

高大連携事業等 

チューター活動：担当学生の生活指導、学習・就職活動支援等 

【学外】 

臨床指導者研修会支援：広島市立病院および周辺病院臨床指導者研修会講

師 

5.教育実践(資料等) 

シラバス、テキスト、配付

物、小テスト、web の活

用（C-Learning を含む）、

アクティブラーニング実

践報告等 

シラバス、講義資料、C-learning 内の講義資料、小テスト、レポート 

6. 授業改善の取組み 

前年度授業評価アンケー

ト結果から担当授業にお

ける自己点検評価及び授

業改善計画等 

学生は精神看護領域の症状や患者の状況をイメージしにくい。なるべく現

場での様子、実習中に起こったエピソード等を講義の中に盛り込み、状況

が思い浮かぶように工夫する。動画等の活用を検討していく。 

7.今後の目標 

目標に対する今後の自分

の課題、解決方法、計画等 

1） 国家試験の合格率を高め、確実な基礎学力の定着を図る。 

ここ数年の学生の基礎学力の低下と学習習慣が身についていない状況

が顕著で、このような状況が国試合格率の低下にも影響していると思

う。低学年のうちから国試を学生一人一人が意識し、諦めずに学業に

取り組む姿勢を身につけることが必要と考える。C-learning を活用し

ていつでもどこでも自分の学力、知識の定着状況が確認できるように

投げかけていく。 

2）看護の対象者の状況に応じた援助を考え、実践する力を育てる。 

講義や実習指導で人体の構造と機能学、疾病学の知識と看護を考える

上での繋がりが学生に理解できるように指導方法、関わりを工夫する。

学生のレディネスの格差も大きいため、個別に応じた指導方法や関わ

りを考慮する。 

実習では既習知識をどのように活用し援助に繋げたら良いかを体験さ

せて、学生の思考状況、理解状況を確認しながら丁寧に関わり達成感

を持たせたい。 

3） 自分の考え、意見を語れる学生を育てる。 

正解や周囲の反応を気にして意見を言わない、意見があっても発言を躊



躇する、発言を諦める学生が増えている。学生の思い、考えをさえぎら

ずに聞き安心感を与えて、学生が語りやすい状況を作ることを意識して

指導したい。実習での発言にはなぜそのように考えたのかというエビデ

ンスが求められるので、1）の基礎学力の強化を図りながら、柔軟に物

事を捉えて発想できる力、発言できる力を学内講義・演習、臨地実習で

育てていく。 

 



HBG 版 ティーチングポートフォリオ（R6 改定版） 

1.基本情報 

名前 石川 孝則 

学部 

学科 

看護学部 

看護学科 

職名 教授 

在籍年数 18 年 

教育年数 24 年 

専門領域 在宅看護論 

2.教育の活動 

最近 3 年間の担当科目 

科目名／開講期／受講者数／備考 

フレッシュマンセミナー／1 年次前期／80 名前後／必修科目 

看護理論／1 年次前期／80 名前後／必修科目 

看護学原論Ⅰ／1 年次前期／80 名前後／必修科目 

看護学原論Ⅱ／1 年次前期／80 名前後／必修科目 

援助方法論Ⅰ／1 年次前期／80 名前後／必修科目 

基礎看護学実習Ⅱ／2 年次前期／80 名／必修科目 

地域・在宅看護論／2 年次前期／80 名前後／必修科目 

地域・在宅援助論／2 年次後期／80 名前後／必修科目 

地域・在宅看護学実習／3 年次前後期／80 名前後／必修科目 

看護科教育法Ⅱ／3 年生前期／1～4 名／高校教諭コース必修科目 

職業選択と職業的アイデンティティ／4 年次後期／5 名前後／選択科目 

援助方法論Ⅱ／1 年次後期／80 名前後／必修科目 

援助方法論Ⅲ／1 年次後期／80 名前後／必修科目 

災害看護論／4 年次後期／80 名前後／必修科目 

看護統合セミナーⅣ／4 年次後期／80 名前後／必修科目 

基礎看護学実習Ⅰ／1 年次後期／80 名／必修科目 

3.教育の理念・目的、方法 

なぜ行っているのか（自ら

の信念、価値観、目指すも

の等）、教員としての目

標、学生に求めること（期

待）等 

共通する方法や方針、独自

の工夫等 

在宅看護論領域は、地域で暮らすあらゆる年齢・健康レベルにある人を対

象とする領域であることから、まずは地域での暮らしを知るとともに、一

人ひとりの生き方と、それに応じた看護ケアを提供する専門性について理

解できるように教授する。また、看護専門職者として求められる対人関係

能力の基盤を身につけていくための学修も、学生自らが自己を振り返る過

程で見つけた課題を克服していくサイクルを繰り返すことで、自己成長し

ていく能力として定着するように教授法を工夫し授業展開に反映してい

く。 

4.教育改善と成果 

学内外での教育活動、委員

会活動、FD 活動で行って

きた改善及びその成果 

講義での学びが臨地実習につながるように、学内での講義の段階で臨床で

の実践を意識して、様々な視聴覚教材、ICT 教材を活用することで、学修

内容ができるだけ具体的なイメージとともに学ぶことができるように教

授方法を工夫した。また、必要な知識が確実に身に付けられるように、授



業の後半で本日の学修内容をワークシートで復習するとともに、講義毎に

小テストを行うことで、学修内容のインプットとアウトプットが繰り返さ

れ、より学びが定着するように教授方法を工夫した。その結果、日々の復

習がしやすくなったという意見があり知識の定着に効果があったと評価

する。 

5.教育実践(資料等) 

シラバス、テキスト、配付

物、小テスト、web の活

用（C-Learning を含む）、

アクティブラーニング実

践報告等 

シラバス：広島文化学園大学 HP Web シラバス参照 

テキスト：医学書院 e テキスト（電子テキスト）、 

看護の統合と実践③災害看護（ナーシンググラフィカ） 

配布資料：パワーポイント等の講義資料、オンライン授業での授業動画、

看護技術演習での技術デモストレーション動画 

厚生労働省 HP や日本看護協会 HP を活用した調べ学修 

6. 授業改善の取組み 

前年度授業評価アンケー

ト結果から担当授業にお

ける自己点検評価及び授

業改善計画等 

講義で教授した知識体系と演習での技術体験がつながるようなワークシ

ートの活用、演習の事後課題により、自らの体験を振返りながら技術力を

高めていく学修スタイルは効果的であったと評価する。振返り課題の細や

かな個別指導が課題である。 

また、看護技術の演習科目において、看護師役・患者役双方の学びが得ら

れるような構成の演習実施は技術力の向上に一定の効果があったと評価

する。なお予習復習の評価が低くこの点の指導方法が今後の課題である。 

電子テキストの活用促進のため講義内容はレジメで示し、資料は電子テキ

ストとするとともに複数の分野のテキストを横断的に活用して、より深い

理解ができるように進めたことは効果的であった。横断的に調べた内容を

自分のノート等にまとめるなど、低学年においては学修内容を整理する方

法を身につけられるように指導することが課題である。 

7.今後の目標 

目標に対する今後の自分

の課題、解決方法、計画等 

①学生の能動的な体験を基盤とした地域・在宅看護の教授方法 

②他領域の既習の知識を連動させた地域・在宅看護の教授方法 

③看護の魅力ややりがいが感じられるような教授方法 

④自分なりの学修方法がわかり知識が定着するようにする教授方法 

 



HBG 版 ティーチングポートフォリオ（R5 改定版） 

1.基本情報 

名前 岩本 由美 

学部 

学科 

看護学部 

看護学科 

職名 教授 

在籍年数 25 年 

教育年数 25 年 

専門領域 臨床看護学 

2.教育の活動 

最近 3 年間の担当科目 

科目名／開講期／受講者数／備考 

成人看護学概論／1 年次後期／80 名／必修科目 

成人看護援助論Ⅰ／2 年次前期／80 名／必修科目 

成人看護援助論Ⅲ／2 年次後期／80 名／必修科目 

成人看護学実習Ⅰ・Ⅱ／3 年次前期／80 名／必修科目 

成人看護学実習Ⅲ／3 年次後期／80 名／必修科目 

救急看護実習Ⅱ／4 年次前期／10 名／選択科目 

看護方法論 I・Ⅱ／2 年次前期／80 名／必修科目 

看護研究セミナーⅠ／3 年次後期／3 名／必修科目 

看護研究セミナーⅡ／4 年次通年／3 名／必修科目 

看護統合セミナーⅣ／4 年次通年／80 名／必修科目 

国際看護論／4 年次前期／20 名／必修科目 

救急救命看護論／4 年次前期／20-50 名／選択科目 

英会話一般／1-4 年次前期／10 名／選択科目(開講なし) 

3.教育の理念・目的、方法 

なぜ行っているのか（自ら

の信念、価値観、目指すも

の等）、教員としての目

標、学生に求めること（期

待）等 

共通する方法や方針、独自

の工夫等 

本学の建学の精神である「究理実践」に基づき人間として成長する安心・

安全の学びの場を提供できるよう授業を展開している。学生が対人援助職

に必要な知識、問題解決能力、思考力を身につけることを目標に、学生の

学修段階に応じた授業を意識している。 

アクティブラーニングの手法を用い、対話の教育を基本とし、反省的思考

をシミュレーション教育や創造的な学びで学生が振り返ることができる

よう工夫している。 

 

4.教育改善と成果 

学内外での教育活動、委員

会活動、FD 活動で行って

きた改善及びその成果 

・国際交流センター：語学研修のサポート、大学間国際交流 

・国際交流委員会：委員長、阿賀キャンパス国際交流サポート 

・国家試験対策委員会：学生・教員のサポート（4 年生担当） 

・看護統合センター運営委員会：副センター長、運営サポート 

・チューター：復学・休学の学生のサポート、4 年生学生生活・就職活動

のサポート 

・広島市立看護専門学校、島根県立石見看護高等学院における「国際協力」



「国際看護」非常勤講師 

5.教育実践(資料等) 

シラバス、テキスト、配付

物、小テスト、web の活

用（C-Learning を含む）、

アクティブラーニング実

践報告等 

シラバス(HP 参照) 

テキスト：成人看護学概論(医学書院に変更) 

臨床外科看護総論、各論 (医学書院に変更) 

救急看護学、国際看護論 (医学書院に変更) 

資料：PP 等配布 

6. 授業改善の取組み 

前年度授業評価アンケー

ト結果（5 点満点）から担

当授業における自己点検

評価及び授業改善計画等 

成人看護学概論／4.35（2021）→4.47（2022）→4.29（2023） 

成人看護援助論Ⅰ／4.46（2021）→4.20（2022）→4.17（2023） 

成人看護援助論Ⅲ／4.50（2021）→4.30（2022）→4.14（2023） 

看護方法論 I・Ⅱ／4.37（2021）→4.40（2022）→4.19（2023） 

国際看護論／4.20（2021）→4.63（2022）→4.25（2023） 

救急救命看護論／4.33（2021）→4.11（2022）→5.00（2023） 

看護研究セミナーⅠ／データなし 

看護研究セミナーⅡ／データなし 

看護統合セミナーⅣ／データなし 

英会話一般／(開講なし) 

成人看護学実習Ⅰ・Ⅱ／データなし 

成人看護学実習Ⅲ／データなし 

救急看護実習Ⅱ／データなし 

講義科目はおおむね 4.0 以上の学生満足度を維持している。少人数のほど

満足度が高い傾向にある。学生の学習レディネスにあった授業の工夫が必

要であり、C-learning のドリルや教材倉庫、オープンな教育リソースを活

用する工夫に取り組む。 

7.今後の目標 

目標に対する今後の自分

の課題、解決方法、計画等 

・基礎学力が低い学生に補習学習ができるような環境の整備として C-

learning を活用し工夫する。 

・学生のレディネスに応じた講義内容になるようドリルや小テストで学

生の学習レディネスを把握する。 

・リモート学習が充実しているので、もっと学生が学びたくなるような予

習・復習教材の開発と実施を行えるよう時間をとる。 

・データで学生の学修行動を可視化できるよう C-learning を活用する。 

・グローバルな視点をもった学生を育てるために国際交流など取り組む

（大学間協定の推進、海外で活躍する卒業生の紹介など）。 

 



HBG 版 ティーチングポートフォリオ（R5 改定版） 

1.基本情報 

名前 上林 聡子 

学部 

学科 

看護学部 

看護学科 

職名 准教授 

在籍年数 14 年 

教育年数 14 年 

専門領域 母性看護学領域 

2.教育の活動 

最近 3 年間の担当科目 

科目名／開講期／受講者数／備考 

母性看護学概論Ⅰ/2 年前期/80～110 名/必修科目 

母性看護援助論Ⅰ/2 年前期/80～110 名/必修科目 

母性看護援助論Ⅱ/2 年後期/80～110 名/必修科目 

母性看護学実習/3 年通年/80～110 名/必修科目 

公衆衛生看護活動展開論Ⅰ/3 年後期/15～20 名/保健師コース必修科目 

看護研究セミナーⅠ/3 年後期/4～6 名/必修科目 

看護研究セミナーⅡ/4 年前期/4～6 名/必修科目 

看護統合セミナーⅢ/3 年通年/80～110 名/必修科目 

看護統合セミナーⅣ/4 年通年/80～110 名/必修科目 

基礎看護学実習Ⅰ/1 年後期/4～6 名/必修科目 

基礎看護学実習Ⅱ/2 年前期/4～6 名/必修科目 

3.教育の理念・目的、方法 

なぜ行っているのか（自ら

の信念、価値観、目指すも

の等）、教員としての目

標、学生に求めること（期

待）等 

共通する方法や方針、独自

の工夫等 

母性看護学は次世代の健全育成を考え実践してく領域である。学生自身も

母性看護学の対象者であることを伝えながら、多くの学生が感じている苦

手意識の強さを、自分事にすることでの軽減を図れるよう努め、看護を実

践する者として学修してもらうことを意識している。また社会人基礎力を

少しでも身に着けて社会に出ていけるよう、学生の言動に注意を払い適宜

指導を行い、母性看護学領域の学修を通して看護師・そして生み育てる世

代の育成を行うことを意識している。 

講義展開や講義資料の工夫としては、学生が母性看護学に対して興味関心

を持ち前向きに学修していけるよう、イメージがしやすい話題の提供や、

講義資料レイアウトの工夫をしている。母性看護援助論科目では「はなま

るノート」の作成を指示し、提出時には学生の気づきや学びに対してのコ

メントをし、学修場面での学生と教員双方向の交流を図り、相互理解や信

頼関係構築にも活用している。 

4.教育改善と成果 

学内外での教育活動、委員

会活動、FD 活動で行って

きた改善及びその成果 

就職キャリア支援委員会・実習委員会 

学生の学修に関して、授業日程調整や実習施設との実習調整を行ってい

る。また就職に関しては学生部と連携しながら就職活動の支援や学生指導

を行い、学生生活充実に向けての活動を行っている。 



チューター 

 担当学年、担当学生の学生生活について適宜サポート。 

5.教育実践(資料等) 

シラバス、テキスト、配付

物、小テスト、web の活

用（C-Learning を含む）、

アクティブラーニング実

践報告等 

系統看護学講座母性看護学概論・各論（医学書院）を使用。 

PPT スライド資料 

はなまるノートの活用 

c-learning での教材提供・講義内容確認ドリル、グループ単位での演習実

践、グループワークの発表 

6. 授業改善の取組み 

前年度授業評価アンケー

ト結果から担当授業にお

ける自己点検評価及び授

業改善計画等 

はなまるノートが効果的に活用できなくなってきているため、R6 年度よ

りはなまるノートの活用方法につての再検討を開始。学生の学修支援につ

ながる新しいはなまるノートの在り方について検討を行う。 

課題に関して答えを求める学生がいるが、学生自身が自分の考えを持つこ

とができるよう、学生との対話や学生との距離感を意識しながら、母性看

護に関しての理解や興味関心を深めていけるよう取り組む。 

7.今後の目標 

目標に対する今後の自分

の課題、解決方法、計画等 

社会人基礎力を備えた看護師として社会で活躍できるよう、学修を深めて

行くだけではなく、他者への興味関心の示し方やソーシャルスキルの獲得

も常に視野に入れた学生の学習支援を継続していく。 

 



HBG 版 ティーチングポートフォリオ（R5 改定版） 

1.基本情報 

名前 江藤 剛 

学部 

学科 

看護学部 

看護学科 

職名 講師 

在籍年数 1 年 

教育年数 6 年 

専門領域 精神看護学領域 

2.教育の活動 

最近 3 年間の担当科目 

科目名／開講期／受講者数／備考 

精神看護学実習／通年／3年次生・4年次生（80～100 名）／必修科目 

精神看護援助論Ⅰ／前期／2年次生（88 名）／必修科目 

精神看護援助論Ⅱ／後期／2年次生（88 名）／必修科目 

フレッシュマンセミナー／前期／1年次生 77 名／必修科目 

看護研究セミナーⅠ／後期／3年次生担当学生 2名／必修科目 

看護研究セミナーⅡ／通年／4年次生担当学生 2名／必修科目 

基礎看護学実習Ⅰ／後期／1 年次生（5～6 名）／必修科目 

基礎看護学実習Ⅱ／前期／2 年次生（6 名）／必修科目 

3.教育の理念・目的、方法 

なぜ行っているのか（自ら

の信念、価値観、目指すも

の等）、教員としての目

標、学生に求めること（期

待）等 

共通する方法や方針、独自

の工夫等 

精神看護学に興味関心が寄せてもらえるように、自身の精神科領域、それ

以外の領域での臨床及び教育経験を活かした授業を心掛けたい。一方的な

授業展開とならないように、学生が主体的に参加し、楽しみながら学べる

ような創意工夫を取り入れながらの授業展開を図っていきたい。 

対人援助をおこなう上で対象との信頼関係の構築（ラポール形成）を図る

ことは大切なことであり、対象との信頼関係を築くためのかかわりについ

て一緒に考え、学んでいきたい。 

「こころ」と「からだ」の両方を看ることができる看護師、保健師、養護

教諭になれるように、他者に優しく、自分に厳しく、学修に取り組んでい

ただきたい。 

4.教育改善と成果 

学内外での教育活動、委員

会活動、FD 活動で行って

きた改善及びその成果 

今後、学内外の FD 活動参加や授業評価を参考にして授業内容や方法を検

討し、改善を目指していく。 

【学内】 

実習委員会 

国家試験対策委員会 

システム委員会 

広報・ホームページ委員会 

広報企画委員会 

1 年次生チューター：学生生活、学習等の支援 

【学外】 



島根大学医学部精神医学講座特別協力研究員 

5.教育実践(資料等) 

シラバス、テキスト、配付

物、小テスト、web の活

用（C-Learning を含む）、

アクティブラーニング実

践報告等 

シラバス（HP 参照） 

テキスト 

・系統看護学講座 専門Ⅱ 精神看護の基礎 精神看護学 1（医学書院） 

・系統看護学講座 専門Ⅱ 精神看護の展開 精神看護学 2（医学書院） 

毎回資料・ppt 等を活用しての講義展開 

6. 授業改善の取組み 

前年度授業評価アンケー

ト結果から担当授業にお

ける自己点検評価及び授

業改善計画等 

精神看護学概論、精神看護援助論Ⅰ、精神看護援助論Ⅱでの学修の積み重

ねを繰り返し提示していくことで学修の積み重ねができるように支援す

る。また、臨床や実習の現場での実例を挙げたり、動画等を活用すること

で学生のイメージが湧きやすく、腑に落ちる学修となるように創意工夫

し、検討していく。 

7.今後の目標 

目標に対する今後の自分

の課題、解決方法、計画等 

学生が精神看護学に興味関心が寄せられるような講義内容となるように、

授業評価等を参考に創意工夫を行い、改善を図っていく。 

アクティブラーニングを活用し、学生主体的に参加できるような教授方法

を検討していく。 

 



HBG 版 ティーチングポートフォリオ（R5 改定版） 

1.基本情報 

名前 岡田京子 

学部 

学科 

看護学部 

看護学科 

職名 准教授 

在籍年数 11 年 

教育年数 32 年 

専門領域 R４年成人看護学・R5 年～高齢者看護学 

2.教育の活動 

最近 3 年間の担当科目 

科目名／開講期／受講者数／備考 

R4 年 成人看護学 

成人看護援助論Ⅰ/2 年生前期 /110 名/必修科目 

成人看護援助論Ⅱ/2 年生後期/110 名/必修科目 

成人看護援助論Ⅲ/3 年生後期/120 名/必修科目 

成人看護学実習Ⅰ/3 年生後期 120 名/必修科目 

成人看護学実習Ⅱ/3 年生後期/必 120 名修科目 

成人看護学実習Ⅲ/4 年生前期 90 名/必修科目 

R5 年 老年看護学／高齢者看護学 

老年看護援助論Ⅰ（旧カリ）/2 年次後期/80～100 名/必修科目 

老年看護援助論Ⅱ（旧カリ/3 年次前期/80～100 名/必修科目 

高齢者看護援助論Ⅰ（新カリ）/2 年次前期/80～100 名/必修科目 

高齢者看護援助論Ⅱ（新カリ）/2 年次後期 80～100 名/必修科目 

老年看護学実習Ⅰ（旧カリ）/3 年次後期 80～110 名/必修科目 

老年看護学実習Ⅱ（旧カリ）/4 年次前期/80～110 名/必修科目 

老年看護援助論Ⅲ（旧カリ）/3 年生前期/12 名/選択科目 

老年看護学実習Ⅲ（旧カリ）/4 年生前期/5 名/選択科目 

高齢者看護学実習Ⅰ（新カリ）/3 年次前期・後期/80～110 名/必修科目 

高齢者看護学実習Ⅱ（新カリ）/3 年次後期/80～110 名/必修科目 

認知症看護援助論（旧カリ）/3 年次前期/5 名程度/選択科目 

認知症看護援助論（新カリ 2 年次後期 5 名程度/選択科目 

認知症看護演習（旧カリ）/3 年次前期/5 名程度/選択科目 

認知症看護演習（新カリ）/2 年次後期/3 名程度/選択科目 

高齢者看護学実習Ⅲ（新カリ）/4 年生前期/5 名/選択科目 

看護・福祉連携活動論/4 年生後期/22 名程度/選択科目 

看護研究セミナーⅠ／3 年次後期／各 4～5 名／必修科目 

看護研究セミナーⅡ／4 年次通年／各 4～5 名／必修科目 

看護統合セミナーⅢ（旧カリ）／3 年次通年／80～110 名／必修科目 

看護統合セミナーⅣ（旧カリ）／4 年次通年／80～110 名／必修科目 



R6 年 高齢者看護学 

高齢者看護援助論Ⅰ（新カリ）/2 年次前期/80～100 名/必修科目 

高齢者看護援助論Ⅱ（新カリ）/2 年次後期 80～100 名/必修科目 

老年看護学実習Ⅱ（旧カリ）/4 年次前期/71 名/必修科目 

老年看護学実習Ⅲ（旧カリ）/4 年生前期/5 名/選択科目 

高齢者看護学実習Ⅰ（新カリ）/3 年次前期・後期/66 名/必修科目 

高齢者看護学実習Ⅱ（新カリ）/3 年次後期/66 名/必修科目 

認知症看護援助論（新カリ 2 年次後期 9 名程度/選択科目 

認知症看護演習（新カリ）/2 年次後期/3 名程度/選択科目 

看護・福祉連携活動論/4 年生後期/22 名程度/選択科目 

看護研究セミナーⅢ／3 年次後期／各 4～5 名／必修科目 

看護研究セミナーⅣ／4 年次通年／各 4～5 名／必修科目 

看護統合セミナーⅢ（旧カリ）／3 年次通年／80～110 名／必修科目 

看護統合セミナーⅣ（旧カリ）／4 年次通年／80～110 名／必修科目 

3.教育の理念・目的、方法 

なぜ行っているのか（自ら

の信念、価値観、目指すも

の等）、教員としての目

標、学生に求めること（期

待）等 

共通する方法や方針、独自

の工夫等 

学生が主体的に学習に取り組めるようアクティブラーニングを活用し、基

本的知識を養い実践的な応用力が身につくよう教育実践を行う。また、自

らが判断して行動できる知識、技術、エビデンスに基づいた思考力を身に

付け、真摯に思いやりを持って人と向き合える看護職を育成したい。 

対話を大切に学生一人一人に目を向け、声をかけながら看護を学ぶ楽し

さ、やりがいのある仕事であることを教授していきたい。 

 

4.教育改善と成果 

学内外での教育活動、委員

会活動、FD 活動で行って

きた改善及びその成果 

学習習慣が身についていない学生、勉強に興味を持たない、持てない学生

への学習支援のあり方が課題である。いかに興味を持って学習に取り組め

るようになるかは教員の力量にもかかってくる。 

学習困難をきたしている学生に目を向けながら、できるだけ解りやすい資

料の作成に心がけ、かみ砕いた講義を行うよう工夫し、毎回、講義終了時

にリフレクションシートを活用して学生の理解度、学習効果を確認し成果

は出している。 

各期の授業評価アンケート及び各実習での学生の習熟度を参考にし、改善

に努めた。 

FD 主催の ICT 教育の研修に参加し教育方法を参考にしている。 

5.教育実践(資料等) 

シラバス、テキスト、配付

物、小テスト、web の活

用（C-Learning を含む）、

アクティブラーニング実

医学書院の e テキスト 老年看護学、老年看護 病態・疾患論 

パワーポイントを作成し資料を配布 

ポートフォリオ、c-learninｇを活用した小テストを実施 

グループワークを活用し、反転授業を実施 



践報告等 

6. 授業改善の取組み 

前年度授業評価アンケー

ト結果から担当授業にお

ける自己点検評価及び授

業改善計画等 

毎回わかりやすい資料となるよう工夫を行っている。 

C-learning を活用し小テストを実施、振り返りをして知識の構築が出来る

よう工夫している。 

旧カリから新カリへと移行し、要点を絞った授業内容の工夫に努めてい

る。 

授業評価では総合的に平均より上回る得点を得ている。 

今年度は認知所看護園児世論王帯、看護福祉連記活動論の講義に認知症サ

ポータ―の養成の講義を取り入れた。 

地域で貢献できるボランチアの育成行った。 

7.今後の目標 

目標に対する今後の自分

の課題、解決方法、計画等 

学習習慣の構築に向けて、事前・事後学習の方法・内容について検討が必

要である。事前に何を確認して（準備して）講義に臨む必要があるのか早

めに伝達して準備して授業に臨めるようにしたい。また、授業終了後の振

り返りの課題についても検討していきたい。 

アンケート等も活用し、学生の声を聴きながら講義の方法を検討して進め

て行きたい。 

専門分野では認知症サポータ―の要請も引き続き行っていく。 

 



HBG 版 ティーチングポートフォリオ 

1.基本情報 

名前 岡本陽子 

学部 

学科 

看護学部 

看護学研究科 

職名 教授 

在籍年数 10 年 

教育年数 56 年 

専門領域 小児看護学 学校保健  

2.教育の活動 

最近 3 年間の担当科目 

科目名／開講期／受講者数／備考 

【学部生対象】 

小児看護学／２年次前期／80 名／必修科目 

教職実践演習（養護）／4 年次後期／10 名／選択科目 

【大学院博士前期課程】（山根由加理 大西晃子 引田郁美 三原愛理） 

特別研究Ⅰ／１年次前期／3 名／必修科目 

特別研究Ⅱ／１年次後期／3 名／必修科目 

特別研究Ⅲ／２年次前期／1 名／必修科目 

特別研究Ⅳ／２年次後期／1 名／必修科目 

看護学研究法特論／１年前期／3 名／必修科目 

看護研究法Ⅱ／１年後期／3 名／選択科目 

小児・青年期発達心理特論／１年後期／3 名／選択科目 

学校保健看護学特論／１年前期／2／選択科目 

学校保健看護学演習／１年前期／2 名／選択科目 

公衆衛生看護学特論／１年前期／2 名／選択科目 

地域保健政策論／１年後期／2 名／選択科目 

【大学院博士後期課程】（大野 加藤 寺西 赤澤） 

看護学研究特論／１年前期／1／必修科目 

母子看護学特論／１年前期／1 名／選択科目 

母子看護学特別演習／１年通年／1 名／選択科目 

母子看護学特別研究Ⅰ／１年通年／0 名／選択科目 

母子看護学特別研究Ⅱ／２年通年／0 名／選択科目 

母子看護学特別研究Ⅲ／３年通年／4 名／選択科目 

3.教育の理念・目的、方法 

なぜ行っているのか（自ら

の信念、価値観、目指すも

の等）、教員としての目

標、学生に求めること（期

待）等 

大学院前期課程（修士）・後期課程（博士）を担当している。 

広島文化学園大学大学院では、「看護学」としては多くみられない博士前

期課程で学位「修士」を、また、」博士後期課程で「博士」の学位を修得で

きる課程を備えている。このことを誇りとして、高度な実践と研究を追究

する場にふさわしい教育内容を教授することを目指している。 

前期課程においては、科学的思考力と研究力を有する看護の実践リーダ



共通する方法や方針、独自

の工夫等 

ー・管理者・教育者の育成を目指し、教育を担っている。また、後期課程

においては、研究と実践の相互関係的発展を促進させ実践科学としての看

護学の発展に貢献できる自立した臨床志向型研究者の育成に携わってい

る。 

前期課程では、「修士（看護学）」の学位授与の他に、専門看護師教育課程

による受験資格が得られるようにしている。「クリティカルケア看護専攻」

「高齢者看護専攻」「認定看護管理者専攻」等の課程を設け、専門看護師

受験資格に要する単位科目が整備されている。その結果、すでに「急性・

重症患者看護」や「老人看護」の専門看護師資格試験に合格し、広島県を

はじめ、全国でも活動をしている。広島県で取得した老人看護者はいずれ

も本大学院の修了生である。このような高度な資格を目指す課程では、多

くの大学院生の在籍は望むことができないが、毎年県内・外からの入学希

望者があり、本大学院は貴重な役割を果たしている。 

また、養護教諭専修免許教育課程で学び、「養護教諭専修免許状」を取得

している院生を輩出している。ここ７年間で、専修免許状を                                            

８名が取得した。８名は、県教育委員会のもと指導者として５名、また修

了後ただちに教頭職に昇進したもの２名、さらには、大学院博士課程に進

んだ２名等が、多様な活躍をしている。 

大学院生に求めることは、本大学の理念である「究理実践」のもと、専門

性の高度な学術の理論と応用力を修得し、各個人が掲げる目標達成に向け

て追究してほしい。そのためには、強い意欲と態度をもって、主体的に自

立した研究で成果を挙げることを期待する。 

4.教育改善と成果 

学内外での教育活動、委員

会活動、FD 活動で行って

きた改善及びその成果 

毎年、積み重ねた研究成果を各専門領域における学術集会での研究発表を

行い、各専門指揮者からの評価を受ける。また、これを機にさらに研究を

継続発展することを推奨している。その結果、さらなる追究結果を修士論

文・博士論文に反映させている。 

・研究発表を論文としてまとめた。 

・各院生が研究学会誌への投稿とし、実績を積み上げるよう指導。 

5.教育実践(資料等) 

 

シラバス 

テキスト 

【学部生】 

養護実習（養護実習ハンドブック） 

教職実践演習（養護教諭の行う健康相談、保健室経営 Q＆A） 

毎回資料・ppt 等を活用しての講義展開 

【大学院博士前期課程・後期課程】 

１．大学院生には自己の研究課題解決に向けた参考文献 

２．専門領域の学会発表資料 



３．専門領域のテキスト 

6. 授業改善の取組み 

前年度授業評価アンケー

ト結果から担当授業にお

ける自己点検評価及び授

業改善計画等 

大学院での授業評価について、２月に 8 名の修士・博士課程の院生対象

の意見を 5 段階で表した授業評価アンケートを実施した結果から読み取

り報告する。 

「学生自身の自己評価」について平均値が最も高かったのは、「将来、仕

事をする上で有用な知識や考え方を修得できる 」「私は授業を受けて、

その内容に興味を持つようになった 」で、次いで、「履修した科目は研

究に有用な内容が含まれている 」「現在の職業や希望する進路に役立ち

そうな科目が開講されている」 、その次には「私は授業に積極的に取り

組んだ（予習、復習、課題を含む）」であった。「学生の教師に対する評

価」について、最も高かったのは、「教員は教育や指導に熱意を持ってい

る 」、次いで、「教員は学生の質問や意見に適切に対応してくれる 」、さ

らに「学会での発表を積極的に奨励する環境が整っている 」「学会での

発表を積極的に奨励する環境が整っている 」「講義・指導以外でも教員

とのコミュニケーションがとりやすい 」「教員は研究意欲を持たせてく

れる 」「教員は授業の準備を十分に行っていた」、次いで、「教員は講義

の進め方や指導法を工夫している」との順で回答していた。 

評価点が低かったのは、「学生の自己評価」としては、「総合的にみて自己

の目標を達成できている」「個人の専門的な研究を行うために必要な科目

が開講」が低かった。また、「学生の教師に対する評価」について評価点が

低かったのはほとんどみられなかったが、「大学院講義室に必要な施設・

設備・機器が整っている」にみられた。 

評価点は「学生の自己評価」よりも「学生の教師に対する評価」がやや高

かった。全体的にみると 5 段階のうち「４」に相当するととらえることが

でき、いずれも、評価点は高かった。5 段階評価のうち「学生自身の評価」

が 3.86、「教師評価が 3.95 で「ほぼ良い」とした評価が得られた。これら 

の評価は、大学院研究科の評価である。研究科長としては考えさせられた。 

「大学院講義室に必要な施設・設備・機器が整っている」については、こ

れまで、掃除機の設置などがあるが、院生室における「ドアの施錠の不備」、

「前期課程室に設置されているパソコンで統計ソフトは 1 ケ所しかがい

れられていない」等がある。 

結果から、究科長として、院生からの意見を聞き、徐々に解決に向けて

予算などに反映していきたい。 

７.今後の目標 

目標に対する今後の自分

の課題、解決方法、計画等 

博士前期課程の修士生では、修士論文作成に順調な仕上がりしている院生

が多い。一方、博士論文作成においては、研究課題解決に向けた手法につ

いて、新規性や系統性、実験研究等思考模索とした研究追究の中には、さ

らに、明らかにするため、成果には時間を要する院生が多い。 



院生は県外在住も多く、コロナ以降 Web での授業が多かったが、絶えず

Zoom や対面等で連携を取り合い、院生の疑問、迷い等には直ちに対応を

するよう心がけている。 

現在、博士論文担当として４名の主指導教員として、絶えず、指導を行

っている。（対面、Web） 

 



HBG 版 ティーチングポートフォリオ（R5 改定版） 

1.基本情報 

名前 香川 明花 

学部 

学科 

看護学部 

看護学科 

職名 講師 

在籍年数 4 年（嘱託 1 年） 

教育年数 4 年 

専門領域 基礎看護学 

2.教育の活動 

最近 3 年間の担当科目 

科目名／開講期／受講者数／備考 

援助方法論Ⅰ／1 年次前期／80 名／必修科目 

援助方法論Ⅱ／１年次後期／80 名／必修科目 

援助方法論Ⅲ／１年次後期／80 名／必修科目 

基礎看護学実習Ⅰ／1 年次後期／80 名／必修科目 

基礎看護学実習Ⅱ／2 年次前期／80 名／必修科目 

看護研究セミナーⅠ/3 年次後期 2名、Ⅱ/4 年次前期 2名 

3.教育の理念・目的、方法 

なぜ行っているのか（自ら

の信念、価値観、目指すも

の等）、教員としての目

標、学生に求めること（期

待）等 

共通する方法や方針、独自

の工夫等 

基礎看護学領域での学修は、看護師として対象者に必要で十分な看護を提

供するための土台となる基礎的な知識と技術を身に付ける基礎づくりの

科目であると考えている。 

講義形式を双方向・多方向形式となる様に、アクティブラーニングの手法

を積極的に導入、出席確認はグループで教員への申告とし、振り返りレポ

ート課題（A4：1 枚）学生の理解度・関心等を把握、授業展開に反映して

いる。レポートにはコメントを書いて返却している。 

授業ではワークシートを準備し、電子テキストの重要箇所を自身でまとめ

てレポートすることを課題としており、テキストを読み、単元の復習がで

きるようにしている。 

単元の範囲の国試の過去問 5～10 年分を資料として配布することで、そ

の日の授業内容がどのように国家試験に出題されるのかを理解させるよ

うにしている。 

4.教育改善と成果 

学内外での教育活動、委員

会活動、FD 活動で行って

きた改善及びその成果 

実習室整備委員：基礎看護学領域で、初めて看護の基礎を学び技術を習得

する学生たちが、学修しやすい環境を作成するために、実習室内の整備を

行った。（リネン類、寝具類など） 長期使用していない物品や、故障した

医療機器の廃棄も実施し、実習室の整理に向けたスペースの確保を行っ

た。 

5.教育実践(資料等) 

シラバス、テキスト、配付

物、小テスト、web の活

用（C-Learning を含む）、

テキスト：医学書院 e テキスト（電子テキスト）、必携図書：必修パーフ

ェクト 

授業では、PP、電子テキスト、単元によっては教員作成動画を活用した講

義を展開している。手元資料はワークシートのみとし、PP は C ラーニン



アクティブラーニング実

践報告等 

グに保存している。講義、演習後には国家試験の過去問や、重要ポイント

を小テストとして出題している。 

教員作成の動画や、看護師時代の体験を伝え、「看護師となったら自分な

らどうするか」等考えさせる授業を行っている。 

演習では、チェックリストを作成し、教員デモや繰り返し見れるよう作成

しているデモ動画を用いて看護技術についてのイメージができるように

して行っている。演習後には、実践を振り返り看護者役と患者役を通して

感じたことや考えたことをレポートとして提出し、学んだ内容を整理して

もらっている。 

6. 授業改善の取組み 

前年度授業評価アンケー

ト結果から担当授業にお

ける自己点検評価及び授

業改善計画等 

授業評価アンケートに、演習時に、教員によって時折異なる助言を学生に

している節があるので、領域での会議の中で指導法の統一が必要な場面

と、そうでない場面を意識統一しておく。 

また、援助方法はひとつではないにしても、基礎看護学での指導なので基

礎となるテキストに沿った技術を確実に指導していく必要がある。 

7.今後の目標 

目標に対する今後の自分

の課題、解決方法、計画等 

学生が根拠を理解して技術の習得ができるように、知識を確実に指導して

いく必要がある。授業、演習時など既習の知識と繋げて根拠を理解して援

助に繋げていけるよう根気強く指導を行っていきたい。 

また、技術の習得のため学生が意欲的に演習時間を有効に活用できるよ

う、タイムスケジュールを工夫したい。 

 



HBG版 ティーチングポートフォリオ（R5 改定版） 

1.基本情報 

名前 金澤 寛 

学部 

学科 

看護学部 

看護学科 

職名 教授 

在籍年数 14 年 

教育年数 21 年 

専門領域 建築構造力学，建築環境学・情報教育学，生理指標評価，Snoezelen 

2.教育の活動 

最近 3 年間の担当科目 

科目名／開講期／受講者数／備考 

コンピュータ操作法／1 年前期／R6：81 名・R5：98 名・R4：89 名 

スタートアップセミナー／1 年前期／R6：81 名・R5：93 名 

情報科学概論／1 年後期／R6：71 名・R5：97 名・R4：81 名 

生活と統計／2 年後期／R6：85 名・R5：77 名・R4：78 名 

情報処理法／2 年後期／R6：24 名・R5：28 名・R4：24 名 

看護情報論／4 年後期／R6：18 名・R5：22 名・R4：15 名 

3.教育の理念・目的，方法 

なぜ行っているのか（自ら

の信念，価値観，目指すも

の等），教員としての目

標，学生に求めること（期

待）等 

共通する方法や方針，独自

の工夫等 

幅広い教養を有する医療専門職者の育成を目指して，情報教育に取り組ん

でいる。学生には，教養教育としての情報活用能力を身につけてもらえる

ことを目的として，授業設計(講義 ppt 作成，配布資料作成，講義，復習

課題，小テスト，フィードバック，質問対応)をしっかり行い，学生が主体

的に授業に取り組むことができ，授業内容の理解度を高める工夫を実施し

ている。 

授業開始時には，前回授業の復習問題，授業終了時には，その日の授業の

確認問題を実施するとともに，毎回の授業にて課題を課すことで理解度を

深める工夫を実施している。 

4.教育改善と成果 

学内外での教育活動，委員

会活動，FD 活動で行って

きた改善及びその成果 

学内外での研修会に積極的に参加し，有効な手法等を自分の教育に取学内

外での教育活動，委員会活動，FD 活動で行ってきた改善及びその成果を

取り入れることに加えて，授業評価アンケート結果を参考に，授業内容及

び教育改善に取り組んでいる。 

5.教育実践(資料等) 

シラバス，テキスト，配付

物，小テスト，web の活

用（C-Learning を含む），

アクティブラーニング実

践報告等 

《コンピュータ操作法》 

テキスト：中山和弘 他 共著：看護情報学 第 3 版，医学書院   

配布物：自作プリントの配布，課題実施(C-Learning による課題配布 

及び回収)・実データの利用 

《スタートアップセミナー》 

テキスト：中山和弘 他 共著：看護情報学 第 3 版，医学書院   

配布物：自作プリントの配布，動画資料の視聴：広島県から提供された数

理・DS・AI 教育教材の一部，課題実施(C-Learning による課題配布 

及び回収)，グループ学習の実施 



《情報科学概論》 

テキスト：中山和弘 他 共著：看護情報学 第 3 版，医学書院 

配布物：自作プリント配布，動画資料の視聴：広島県から提供された数理・

DS・AI 教育教材の一部，課題実施：毎回の授業内容を復習できる課題実

施，授業開始時に前回授業内容の確認小テスト実施 

《生活と統計》 

テキスト：高木晴良 著：統計学 第 7 版，医学書院 

配布物：自作プリント配布，課題実施：毎回の授業内容を復習できる課題

実施，授業開始時に前回授業内容の確認小テスト実施(C-Learning 利用) 

《情報処理法》 

参考図書：高木晴良 著：統計学 第 7 版，医学書院 

テキスト：自作プリント配布，課題実施：毎回の授業内容を復習できる課

題実施(C-Learning で配信及び回収)，授業開始時に前回授業内容の確認

小テスト実施(C-Learning 利用) 

《看護情報論》 

テキスト：太田勝正・前田樹海 編著：エッセンシャル看護情報学 第３版，

医歯薬出版 

配布物：自作プリント配布，課題作成：授業内容を復習できる課題実施 

6. 授業改善の取組み 

前年度授業評価アンケー

ト結果から担当授業にお

ける自己点検評価及び授

業改善計画等 

《コンピュータ操作法》R6 授業満足度(回答者平均)：4.44 

自由記述では，すべて肯定的な意見であった。ただ，予習復習については，

履修者の約半数が 30 分未満という状態であった。毎回の授業にて課題を

出してはいるが，その課題内容は，自学自習を基本とした内容であったた

め，特に提出物を設けたりはしていなかった。そのため，実施していない

学生が多かったのではないかと考える。次年度以降は，課題の出し方や内

容について工夫する必要があると考える。 

《スタートアップセミナー》R6 授業満足度(回答者平均)：4.47 

自由記述では，「大学を生活していく上で必要な知識を学べる授業であっ

た」「この講義でたくさんの学びができたので、今後に活用していきたい

です」など肯定的な意見がほとんどであったが，中には「難しかった」と

の否定的な意見もあったが，具体的な内容が記載されていなかったため，

次年度以降へのフィードバックが困難である。できるだけ，詳細に自由記

述は記述するように事前指導する必要があると感じた。予習復習の実施つ

いて，数名が 3 時間以上としっかりと取り組んでくれていたようである

が，ほとんどが 30 分以内と予習復習が実施されていなかったようである。

このあたりは，次年度以降課題提出方法や内容等を含め，改善する必要が

あると考える。 

《情報科学概論》R6 授業満足度(回答者平均)：4.23 

自由記述では，授業内容等について肯定的な意見が多かったが，いくつか



「難しかった」等の否定的な意見も散見された。今年度も昨年度同様に，

授業内容を事前に動画視聴させるなどの工夫を行なったが，それにより，

わかりやすかったと回答している学生もおり，事前学習については，今後

も続けていこうと考える。予習復習については、1 時間未満と回答してい

る学生が最も多く，事前学習等実施はしているが，そこまで時間をかけて

いる状況ではないということがうかがえる。授業後に復習課題を出しては

いたが，こちらも工夫をする必要があるのではないかと考える。 

《生活と統計》R6 授業満足度(回答者平均)：4.33 

統計学の基本理論の学習だけではなく，必携 PC を活用したデータの統計

処理に重きをおいた授業を実施した。自由記述では，授業内容については

肯定的な意見ばかりであった。ただし，授業内容が難しいといった意見が

散見された。特に，PC 操作が苦手としている学生から，否定的な意見が

出ているように感じた。このあたりは，次年度以降授業方法の工夫が必要

であると考える。予習復習については，全体の 25％ほどが 2 時間以上の

時間を確保していたようであった。やはり，難易度が高い分，予習復習に

も時間を割いていた学生が多かったのではないかと考える。しかしなが

ら，ほとんどの学生は 1 時間未満のため，やはり，課題等については工夫

する必要があるのではないかと考える。 

《情報処理法》R6 授業満足度(回答者平均)：4.27 

PC を使ってのデータ処理を中心とした授業であったため，PC の作業を

苦手としている学生にとっては，しんどい内容の授業であったという様子

が自由記述からうかがえるものであった。こういった学生については，個

別に対応できるよう声掛け等を行なってはいたが，より細かな対応がひつ

ようであると感じた。次年度以降は，このあたりが改善できればと考える。

また，予習復習の実施の項目の得点が低い状況であった。前述の PC の操

作を苦手で難しいと感じている学生の対応も含め，次年度は，課題の設定

等に工夫をする必要があると考える。 

《看護情報論》R6 授業満足度(受講者平均)：4.18 

予習復習の項目で得点が非常に低い状況であったため，この部分について

の改善が必要であると感じた。毎回の授業で授業内容を復習するよう指示

は出していたが，特に提出物等の指定を指定していなかったため，次年度

はそのあたりを改善できればと考える。 

7.今後の目標 

目標に対する今後の自分

の課題，解決方法，計画等 

将来，医療専門職者として働くとき学生たちが必要であろう学修内容を，

より深い学びとなるような教授方法が実施できるよう努力していく。 

そのために，積極的に研修会や学会などに参加し，世の中で実施されてい

る教授方法を授業にて実施することで，より深い学びとなるよう工夫をし

ていきたい。 

 



HBG 版 ティーチングポートフォリオ（R7 改定版） 

1.基本情報 

名前 加納 美雪 

学部 

学科 

看護学部 

看護学科 

職名 助教 

在籍年数 5 年 

教育年数 5 年 

専門領域 母性看護学 

2.教育の活動 

最近 4 年間の担当科目 

科目名／開講期／受講者数／備考 

母性看護学実習/3 年通年/80 名/必修科目 

母性看護学概論Ⅰ/2 年前期/80 名/必修科目 

母性看護援助論Ⅰ.Ⅱ/80 名/必修科目 

看護統合セミナーⅣ/4 年前期.後期/15 名/必修科目 

看護研究セミナーⅠ.Ⅱ/3 年後期 4年次前期・後期/3 名/必修科目 

基礎看護学実習Ⅰ/1 年後期/4～6 名/必修科目 

基礎看護学実習Ⅱ/2 年前期/4～6 名/必修科目 

3.教育の理念・目的、方法 

なぜ行っているのか（自ら

の信念、価値観、目指すも

の等）、教員としての目

標、学生に求めること（期

待）等 

共通する方法や方針、独自

の工夫等 

学生に期待する事：社会人としての基礎知識を身につけこの大学で学んで

良かったと思って卒業してもらいたい。 

専門職として専門的な知識や技術の教育、倫理性の教育、査察能力の教育

を目指し教えて信じて待つという教育の基礎を大切にしていきたい。 

 

授業評価などを参考にして実習・演習指導内容を改善している。 

成果例：授業評価アンケート、授業時の提出物、実習記録等 

4.教育改善と成果 

学内外での教育活動、委員

会活動、FD 活動で行って

きた改善及びその成果 

教育課程委員会では、非常勤講師講話会の企画運営を行い、委員として役

割を担う。 

国家試験対策委員会として国家試験合格率上昇させるため模試計画や学

生参画と共に学習習慣を身につける役割を担う。 

チューターとしては、学生が主体的に行動できるように面談を持ち必要に

応じて面談回数も増やしいつでも相談できるように関わっていく。実習中

など気になる学生には G メールで状況を把握し関わりを増やす。 

5.教育実践(資料等) 

シラバス、テキスト、配付

物、小テスト、web の活

用（C-Learning を含む）、

アクティブラーニング実

践報告等 

テキスト： 母性看護学概論、母性看護学各論（医学書院 e-テキスト） 

母性看護過程（南江堂）経過.ウエルネス視点でみる母性看護過程（照林社） 

等を使用し毎回資料・PPT 等を活用しての講義展開、web の活用 

看護師国家試験過去問などを小テストに使用し授業中にワークシートを

作成し提出させ、学生の理解度・関心等を把握し、コメントして、次回講

義時に返却する。実習中も、レビューブックを持参させて、看護師国家試



験過去問を繰り返し学修する習慣をつける。 

6. 授業改善の取組み 

前年度授業評価アンケー

ト結果から担当授業にお

ける自己点検評価及び授

業改善計画等 

学生からは「講義と臨地での実習が結びつき、母性が楽しいと思えた」と

評価があり、学生個々に応じた実習展開を行って良い評価であった。これ

まで同様に実践に即した講義になるよう臨床での実体験やWEBの活用な

どこれまで以上に、学内演習、臨地実習、講義内容を改善していきたい。 

7.今後の目標 

目標に対する今後の自分

の課題、解決方法、計画等 

母性看護学の学習目的や実習の目的・目標が達成でき、実践で使える知識

を獲得するため自ら学ぶ力を養えるアクティブラーニングを目指す。 

専門職として専門的な知識や技術の教育、倫理性の教育、査察能力の教育

を目指し教えて信じて待つという教育の基礎を大切にしていきたい。 

 



HBG 版 ティーチングポートフォリオ（R6 改定版） 

1.基本情報 

名前 菅野香代 

学部 

学科 

看護学部 

看護学科 

職名 助手 

在籍年数 5 ヵ月 

教育年数 5 ヵ月 

専門領域 なし 

2.教育の活動 

 

科目名／開講期／受講者数／備考 

成人看護学実習Ⅱ・援助方法論ⅡⅢ・成人看護援助論Ⅲ・高齢者看護援助

論Ⅱ・基礎看護学実習Ⅰ 

3.教育の理念・目的、方法 

 

・「成人看護学の目的は、成人期の対象特性、健康ニーズ、健康レベルに

応じた看護実践および、継続看護の視点から包括的な看護の役割と機能を

学ぶ」、「継続看護の視点から包括的な看護の役割と機能を学ぶ」とある。 

・受け持ち患者の疾患が、どのようなメカニズムで起こっているのか一緒

に考え、患者の健康レベルに応じた援助や病状の理解ができるようなって

ほしい。 

・学生が勉強してきたことを確認し、自分の言葉で説明できるようになっ

てほしい。 

・受け持ち患者の在宅生活が想像しやすいように、現状を自宅に置き換え

て、ＡＤＬがどうなるか考え、在宅支援サービスや在宅療養の実際を説明

し、学生が自分の言葉で説明できるようになってほしい。 

・分からない事・困ったことがあれば相談できるように、教員より学生に

話かけ、学生が話しやすい雰囲気作りをする。 

・学生が発言した時は、学生の考えを引き出すため、何故そう考えたのか

確認する。 

4.教育改善と成果 

 

・実習中、学生が相談しやすいように学生とすすんで話をしたため、学生

からの相談は多かったと感じたので、成果はあったといえる。しかし、そ

の相談が病態生理の内容の場合、不十分であったと感じたので、成果はな

かったと思われる。 

・患者の在宅療養に関しては、実例を基に説明することで学生から、「知

らなかった。想像できます。」、など、学生の反応は良かったので効果はあ

ったと思われる。 

・基礎看護学実習Ⅰでは、学生のモチベーションが維持できるように声掛

けを心掛けた。社会人としての行動をとれるよう指導した。実際に現場で

実践されている看護が、学生が学んできた基礎知識や援助方法と関連付け

ができているか確認した。学生から、自分たちが学んできた事が何故必要



だったのか、学校では全て用意されている環境だったが、現場ではその人

に応じて個別に準備する必要があると理解できた、という言葉があった。

学生からの反応も良かったと感じたので成果はあったと思われる。 

・臨地実習・学内実習では、評価担当教員と学生の課題や患者情報を共有

することが難しかったため、看護過程の展開は、学生にスムーズに指導で

きなかった。 

5.教育実践(資料等) 

 

テキスト：系統看護学講座 基礎看護技術 1（医学書院） 

系統看護学講座 基礎看護技術Ⅱ（医学書院） 

演習資料等 

毎回資料・ppt 等を活用しての講義展開 

6. 授業改善の取組み 臨地実習・学内実習では、評価担当教員と学生の課題や患者情報の共有が

不足していたので、学生が目標達成のするために、効果的な指導ができる

ように取り組んでいく。 

7.今後の目標 

 

・看護過程の理論を少しずつ勉強し学生の質問に答えられるようする。 

・学生に課題を出した時は必ず確認を行い、患者の病態にあっているか、

健康レベルに応じた看護の実践が計画できている確認していく。 

・評価担当教員との情報共有は、独自の情報共有シートを作成し活用し、

学生への指導がスムーズに行えるようにする。 

・研修に参加する。（3/26 看護管理者・看護教員向け無料オンラインセミ

ナー参加。） 

 



HBG 版 ティーチングポートフォリオ（R5 改定版） 

1.基本情報 

名前 岸本 香代 

学部 

学科 

看護学部 

看護学科 

職名 助教 

在籍年数 10 か月 

教育年数 8 年 

専門領域 公営者看護学 

2.教育の活動 

最近 3 年間の担当科目 

科目名／開講期／受講者数／備考 

高齢者看護学実習Ⅰ/3 年次通年/80～100 名／必修科目 

高齢者看護学実習Ⅰ/3 年次通年/80～100 名／必修科目 

高齢者援助論Ⅱ/2 年次後期/80～100 名／必修科目 

看護研究セミナーⅠ.Ⅱ/3 年後期 4年次前期・後期/4 名/必修科目 

基礎看護学実習Ⅰ/1 年後期/5 名/必修科目 

基礎看護学実習Ⅱ/2 年前期/5 名/必修科目 

3.教育の理念・目的、方法 

なぜ行っているのか（自ら

の信念、価値観、目指すも

の等）、教員としての目

標、学生に求めること（期

待）等 

共通する方法や方針、独自

の工夫等 

本学の理念は「対話」であることから、高齢者看護学実習において、学生

が疑問を持った時に気軽に相談できる環境を作る事を心掛け、学生との対

話を通じ個々の成長を支えていきます。 

教育目的「究理実践」に基づき、看護の対象者は文化・年齢・性別など多

種多様な背景を持っています。病気や障がいの有無に関わらず、その人ら

しく豊かに生きていく力を引き出すことのできる看護師を養成するには、

学生時代は看護に関わる専門的知識をしっかり学びながら、対象者の理解

につながる豊かな教養を身に付けるため様々な学問分野を総合的に学ぶ

こと、様々な環境や人と関わり自分にはない多様な考えに触れながら柔軟

な思考力と洞察力を養うことが重要であるため、根拠を持って実践できる

知識と技術を持つ「考えることができ看護実践能力のある看護師」を育成

するよう努めます。 

4.教育改善と成果 

学内外での教育活動、委員

会活動、FD 活動で行って

きた改善及びその成果 

学内外の FD 活動（教員が、授業内容・方法を改善し、向上させるための

組織的な取組の総称）への積極的参加。 

高齢者看護学実習の目標や課程の検討を次年度に向け領域教員で行った。 

就職・キャリア委員、実習室整備委員、FD 委員、4 年生チューターを担

当。 

5.教育実践(資料等) 

シラバス、テキスト、配付

物、小テスト、web の活

用（C-Learning を含む）、

アクティブラーニング実

医学書院の e テキスト 老年看護学、老年看護 病態・疾患論 

配布資料 

ポートフォリオ 



践報告等 

6. 授業改善の取組み 

前年度授業評価アンケー

ト結果から担当授業にお

ける自己点検評価及び授

業改善計画等 

病気や障がいの有無に関わらず、その人らしく豊かに生きていく力を引き

出すことのできる看護師となれるよう、実習中に高齢者の健康障害や生き

てきた背景に着目出来るよう、今ある姿から読み取れるような関りを行え

るようファシリテートを行った。このため、実習終了時には高齢者の今あ

る姿から高齢者の望む生活を臨床推論より導くことが出来た。 

7.今後の目標 

目標に対する今後の自分

の課題、解決方法、計画等 

看護は患者さんのために日々進化し続ける必要があります。そのために、

教員として私自身学び続け、学生と共に成長する姿勢を持ち、臨床現場を

常に意識し最新の知識や技術を取り入れながら、より高い質の教育が提供

できるよう自己研鑽に励んでいきます。 

 



HBG 版 ティーチングポートフォリオ（R5 改定版） 

1.基本情報 

名前 河内山 真由美 

学部 

学科 

看護学部 

看護学科 

職名 准教授 

在籍年数 １年 

教育年数 ７年 

専門領域 基礎看護学 

2.教育の活動 

最近 3 年間の担当科目 

科目名／開講期／受講者数／備考 

援助方法論Ⅰ／1 年次前期／80 名前後／必修科目 

スタートアップセミナー1 年次前期／80 名前後／必修科目 

基礎看護学実習Ⅱ／2 年次前期／80 名／必修科目 

援助方法論Ⅱ／1 年次後期／80 名前後／必修科目 

援助方法論Ⅲ／1 年次後期／80 名前後／必修科目 

看護研究セミナーⅠ／3 年次後期／4 名／必修科目 

看護研究セミナーⅡ／4 年次後期／3 名／必修科目 

看護情報論／4 年次後期／20 名前後／選択科目 

3.教育の理念・目的、方法 

なぜ行っているのか（自ら

の信念、価値観、目指すも

の等）、教員としての目

標、学生に求めること（期

待）等 

共通する方法や方針、独自

の工夫等 

基礎看護学は、対象・健康レベルなどあらゆる看護に共通する、基礎とな

る看護の方法を学ぶ科目である。この基礎看護学で学修したことは、専門

領域の看護に活用されていくことになる。対象となる学生は、初めて看護

の専門的知識・技術を学んでいく初学者である。従って、まずは看護につ

いて興味関心を持ち、学ぶことの楽しさを感じることができ、自ら学修に

取り組めるよう支援する。人体構造学など関連科目と、自分たちの生活や

身体機能等と関連付けながら、より具体的にイメージできるよう、また、

なぜそうするのか、という原理などを理解したうえで実践できるような授

業展開を行う。また、受け身ではなく主体的に授業に参画し、自分で考え

て学修していくことができるよう、演習方法など工夫し、学生の「成功体

験を積み上げていく。 

4.教育改善と成果 

学内外での教育活動、委員

会活動、FD 活動で行って

きた改善及びその成果 

講義、演習に対し受け身ではなく、いかに参加させるか、を考えながら、

講義での発問や演習方法、資料の作成を行った。グループワークが苦手な

学生も多く、効果的なグループワークの持ち方について課題である。 

講義・演習ごとに学生自身にできたこと、改善が必要なことなど振り返り

を行うことで、学生自身も学びを確認できるとともに、学生の理解度を確

認しながら進めることや改善に努めた。 

5.教育実践(資料等) 

シラバス、テキスト、配付

物、小テスト、web の活

シラバス：HP WEB シラバス参照 

テキスト：医学書院 e テキスト（電子テキスト） 

エッセンシャル看護情報学（石躍出版）       



用（C-Learning を含む）、

アクティブラーニング実

践報告等 

配布資料：パワーポイント等講義資料 

看護技術演習での技術動画 

学外（病院）での演習 

6. 授業改善の取組み 

前年度授業評価アンケー

ト結果から担当授業にお

ける自己点検評価及び授

業改善計画等 

演習では、自分たちで技術実施手順を考え準備・実施を行う方法を実践し

た。準備の段階から自分たちで考え技術を実施したことで、準備すること

の重要性に気づくことができ、考えて行うことが楽しかったとの意見も聞

かれた。 

授業ごとの振り返りや小テストを行うことで、知識の定着や演習とのつな

がりの理解につながった。 

グループワークを通して他者の意見を聞くことや自分の意見を伝える訓

練となり、実習等につなげることができた。 

7.今後の目標 

目標に対する今後の自分

の課題、解決方法、計画等 

看護の魅力を感じることができるよう、また、知識の積み重ねができるよ

う教授内容や方法、順序等について検討していく。 

学生自身で考え行動できるよう演習やグループワークについて工夫する。 

学生からの振り返りやアンケートについてはタイムリーにフィードバッ

クしながら、理解を深めるとともに、教授方法の改善を行っていく。 

 



HBG 版 ティーチングポートフォリオ （Ｒ５ 改訂版） 

1.基本情報 

名前 小林 敏生 

学部 

学科 

看護学部 

看護学科 

職名 教授 

在籍年数 2 年 1 ヶ月 

教育年数 29 年 

専門領域 臨床病態学、公衆衛生学、予防医学 

2.教育の活動 

最近 3 年間の担当科目 

科目名／開講期／受講者数／備考 

人体構造機能学Ⅰ／1 年次前期／84 名／必修科目 

人体構造機能学 III／1 年次後期／76 名／必修科目 

疾病治療論各論 I／2 年次前期／91 名／必修科目 

疾病治療論各論 II／2 年次後期／2 名／必修科目 

疾病治療論各論 V／2 年次後期／84 名／必修科目 

看護研究概論／2 年次前期／1 名／必修科目 

看護研究セミナーＩ 3 年次後期／必修科目 

看護研究セミナーII 4 年次前期・後期／必修科目 

看護統合セミナーIII 3 年次前期／必修科目 

看護統合セミナーIV 4 年次前期・後期／必修科目 

国家試験対策関係 4 年生 

大学院博士課程前期 1 年次前期 看護研究法特論 

大学院博士課程後期 1 年次前期 看護研究法特論 

3.教育の理念・目的、方法 

なぜ行っているのか（自ら

の信念、価値観、目指すも

の等）、教員としての目

標、学生に求めること（期

待）等 

共通する方法や方針、独自

の工夫等 

看護やケアはまさに人間学であり、常日頃から人に興味を持って、

コミュニケーションに努め、狭い考えにとらわれずに多様な患者様

の語りに耳を傾けることが大切である。そのために、学生は看護学

の基礎となる医学・生理学の正確な知識を身につけると同時に、多

様な価値観の人々と触れあって経験を深めるよう、授業中や課外時

間に指導し、学生が多様性と受容性（Diversity and Inclusion）を

体得できるようにしている。 

具体的には私自身の臨床での経験や他分野の専門家との交流の中

で習得してきた知識や技能について、授業を通じて学生にフィード

バックし、講義は常に双方向となる様に心がけ、アクティブラーニ

ングの手法を積極的に導入している。また、毎回の記述課題の提出、

フィードバック等を行い学生の理解度・関心等を把握することで、

授業の改善に反映している。 

4.教育改善と成果 

学内外での教育活動、委員

試験やレポート、学生の授業評価等を参考にして講義内容と教授方

法を改善している。方向性授業や授業外のコミュニケーションを通



会活動、FD 活動で行って

きた改善及びその成果 

して学生ひとり一人の特性の把握に努めている。また、学内外の FD

研修会に参加して、効果的な対面およびオンライン授業の方法の情

報を収集して、授業内容の改善に努めている。 

5.教育実践(資料等) 

シラバス、テキスト、配付

物、小テスト、web の活

用（C-Learning を含む）、

アクティブラーニング実

践報告等 

シラバスの作成、e-テキストの活用、ビジュランクラウドの活用 

教科書：「解剖生理学」：e-テキスト（医学書院） 

参考書：「人体の構造と機能」（医学書院）「人体の正常構造と機能」

（日本医事新報社）、「看護のための臨床病態学」第 4 版 (南山堂)、

病気がみえる vol.2 循環器（MEDIC MEDIA） 

毎回の配布資料作成、PP およびビジュランクラウドを用いた説明、

看護師国家試験過去問題等を活用した授業展開 

6.授業改善取り組み 

毎年授業評価アンケート

結果から担当授業におけ

る自己点検評価及び授業

改善計画等 

前年度の授業評価から、授業が分かりやすかったとする者と難しか

ったとする者が分かれていることから、授業中に学生の反応を確か

めながら授業を実施するように心がける。 

E-テキストや SNS 動画等を利用するメリットやデメリットが多く

語られており、特に重要部分におけるマーカーの使用、補助資料や

動画の積極的活用等が重要と考えられる。 

７.今後の目標 

目標に対する今後の自分

の課題、解決方法、計画等 

・授業における学生とのコミュニケーションの取り方への工夫（授

業中に簡単な質問をして、回答を求めること） 

・定期試験の効果的な実施・評価方法の開発、不合格者への再試験

実施などのフォローアップを実施 

・国家試験対策に向けての国家試験過去問題の効果的な活用 

これら課題解決のために、関連科目の教官との情報交換、教員同士

の授業参観や意見交換を積極的に実施していく。 

 



HBG 版 ティーチングポートフォリオ（R5 改定版） 

1.基本情報 

名前 佐々木由紀 

学部 

学科 

看護学部 

看護学科 

職名 准教授 

在籍年数 7 年 

教育年数 12 年 

専門領域 成人看護学/緩和ケア/がん看護学 

2.教育の活動 

最近 3 年間の担当科目 

科目名／開講期／受講者数／備考 

がん看護論/４年次前期//選択科目 

成人看護援助論Ⅰ・Ⅱ/2 年前期/必修科目 

成人看護援助論Ⅲ/2 年次前期/必修科目 

看護方法論Ⅰ・Ⅱ/2 年前期/必修科目/74 名 

成人看護学実習Ⅰ・Ⅱ3 年次前期・後期/必修科目 

成人看護学実習Ⅲ4 年次前期/必修科目 

看護研究セミナーⅠ/3 年次後期/必修科目 

看護研究セミナーⅡ/4 年次前期・後期/必修科目 

看護統合セミナーⅢ/3 年次前期・後期/必修科目 

看護統合セミナーⅣ/4 年前期・後期/ 必修科目 

基礎看護学実習Ⅰ‣Ⅱ/2 年次前期・後期/必修科目 

3.教育の理念・目的、方法 

なぜ行っているのか（自ら

の信念、価値観、目指すも

の等）、教員としての目

標、学生に求めること（期

待）等 

共通する方法や方針、独自

の工夫等 

医療専門職の看護師を目指す学生として、主体的に学ぶ姿勢、探求する力

を養って欲しい。看護の対象はすべての発達段階にある患者とその家族で

あることから、多角的な視点から対象を捉えるためにも、医学・看護学だ

けではなく、社会学、心理学、哲学などの一般教養も研鑽して欲しい。先

ずは学生との信頼関係の構築が学習の動機付けにもつながると考えてい

るため、対話を大切にしている。 

「関心を持つ」「感じる力」「考える力」「行動する力」を養うために、 

小さな承認を繰り返しながら学ぶことの楽しさを伝えている。 

インプット・アウトプットを繰り返す中で、学生が自己の考えを言語化す

る表現力を高めることができるよう、効果的に発問を活用している。実習

では知識、技術、アセスメント力を繋げられるよう、学生の特性に応じて

リフレクションを実施している。 

4.教育改善と成果 

学内外での教育活動、委員

会活動、FD 活動で行って

きた改善及びその成果 

コメントペーパーの内容や授業評価を参考にして講義内容と教授方法を

改善している。学内外の FD 研修会、専門領域の研修会に参加している。 

国試対策の一つとして、対話を通して学生ひとり一人の特性やレディネス

の把握に努め、学生に応じた学習方法を指導している。授業評価：満足度

4.69/5.0 学外の教育活動は日本緩和医療学会 WPG 員として、全国の看



護師へ EOL コアカリキュラムを教育、このプログラムに関する指導者研

修会の担当をしている。2025 年現在、2761 名の指導者を育成。 

5.教育実践(資料等) 

シラバス、テキスト、配付

物、小テスト、web の活

用（C-Learning を含む）、

アクティブラーニング実

践報告等 

テキスト：がん看護論（医学書院），成人看護系統看護学講座（医学書院），

成人看護学急性期看護Ⅰ・Ⅱ，成人看護学慢性期看護（南江堂），看護がみ

える４看護過程の展開（メディカ），ロイ適応看護理論の理解と実践（医

学書院）NANDA-I 看護診断定義と分類（医学書院）他 

毎回、講義後に学生が提出するコメントペーパーから、講義の理解度や質

問を把握し次回の講義の内容に組み込んでいる。机上の学修内容をもと

に、疾患や患者像の理解が深まるよう視聴覚教材を活用している。特に患

者の闘病体験等は学生が慣れ親しんでいる SNS や YouTube を活用する

ことや、ロールプレイングを活用し知識と技術が統合できるよう工夫をし

ている。知識の定着を目的に C-learning のドリルや小テストを活用して

いる。 

6. 授業改善の取組み 

前年度授業評価アンケー

ト結果から担当授業にお

ける自己点検評価及び授

業改善計画等 

オムニバス：3.77/5.0「マイクの声が聞き取りにくい」「教員によって演習

の指導にバラつきがあった」など学習環境と教員間の指導方法に対する改

善が必要である。 

個人：4.69/5.0「将来看護師としてがん看護を実践する際にどのように関

わればよいかを考える機会になった」「発表、GW で闘病中の患者の心情

を理解することができた」担当科目の目標は達成できているが、GW の時

間配分を検討する必要がある。 

7.今後の目標 

目標に対する今後の自分

の課題、解決方法、計画等 

１．学生の既習の知識と技術の統合を図る 

２．学生の関心や理解が高まる講義や教育方法の検討 

・実習時に既習の知識と技術の根拠と意味付けを行う。 

・看護技術のイメージが拡がるよう、シミュレーション機器や臨場感

のあるシナリオを活用すること、臨床 NS と連携し教授内容を構築し

ていく。 

・オムニバスの科目では学生が繋がりを持ち学ぶことができるよう、

類似の疾患をひとつにまとめ順序性を意識した構成にすることが必

要である。 

 



HBG 版 ティーチングポートフォリオ（R5 改定版） 

1.基本情報 

名前 佐藤 敦子 

学部 

学科 

看護学部 

看護学科 

職名 教授 

在籍年数 12 

教育年数 23 

専門領域 精神看護学領域 

2.教育の活動 

最近 3 年間の担当科目 

科目名／開講期／受講者数／備考 

精神看護学概論／後期／１年次生(80～100 名)／必修科目 

精神看護援助論Ⅰ／前期／2 年次生(80～100 名)／必修科目 

精神看護援助論Ⅱ／後期／2 年次生(80～100 名)／必修科目 

精神看護学実習／通年／3 年次生(80～100 名)／必修科目 

精神看護援助論Ⅲ／前期／3 年次生（1 名）／選択科目（コース必

修科目） 

精神看護演習／後期／3 年次生（1 名）／選択科目（コース必修科

目） 

精神疾病・治療論各論／前期／3 年次生（1 名）／選択科目（コー

ス必修科目） 

精神保健看護実習／前期／4 年次生（1 名）／選択科目（コース必

修科目） 

看護研究概論／後期／2 年次生（80～100 名）／必修科目 

看護研究方法論／後期／2 年次（80～100 名）／必修科目 

看護理論／前期／1 年次生（80～110 名）／必修科目 

看護研究セミナーⅠ／後期／3 年次生（担当学生 4 名)／必修科目 

看護研究セミナーⅡ／通年／4 年次生（担当学生 4 名)／必修科目 

看護サービス組織論／後期／4 年次生(20～40 名)／選択科目 

看護統合セミナーⅣ／通年／4 年次生（80～110 名）／必修科目 

フレッシュマンセミナーⅠ／前期／1 年次生（80～110 名）／必修

科目 

職業選択と職業的アイデンティティ／前期／4 年次生（5～10 名）

／選択科目 

インクルーシブ社会論／後期／1 年次生（80～110 名）／選択科目 

3.教育の理念・目的、方法 

なぜ行っているのか（自ら

の信念、価値観、目指すも

の等）、教員としての目

対人援助の専門職である看護専門職として、精神看護学の視点か

ら、専門職としての基礎知識・技術の修得と共に、コミュニケーシ

ョン能力を身に付けることができる能力を養う科目である。 

理念：「学ぶことは楽しい」 



標、学生に求めること（期

待）等 

共通する方法や方針、独自

の工夫等 

「わかる」楽しさ、「できる」喜び、「自分の可能性」を実感できる 

目的：「学ぶことの楽しさ」→「興味関心・学習意欲（・自信）」  

→「理解の促進・知識の定着（・自信）」→「学ぶことの楽し

さ」の循環 

方法：体験と具体例（日常生活や臨床）・・・イメージしやすさ 

   学生の考えや思いの表出とフィードバック 

看護職は対人援助の専門職であり、医療技術の高度化、看護業務の複

雑化、医療に対する患者の意識変化などを背景に今まで以上に医療の質

を高めていくことが求められているため、自分を大切にしながら主体的

に学習し続けることができる態度を身に付け、職業的アイデンティ

ティーを形成できるようにしたい。 

4.教育改善と成果 

学内外での教育活動、委員

会活動、FD 活動で行って

きた改善及びその成果 

授業評価アンケート及び実習での学生の習熟度を参考に、授業内

容・方法の評価・改善を行っている。 

学内外の FD 活動や学会に積極的に参加している。 

看護学部 FD 委員として教育評価、技術経験状況の把握、学部内で

の研修会、ピアレビューなど、教育の充実及び質の向上に向けて活

動している。 

成果として、学生の授業評価は高く（満足度 4.5／5、知識・技術が

身に付いた 4.5／5 など）、わかりやすい、自分と関連させて考える

ことができ理解できたなど学生の授業に対する満足度は高い。 

【学内活動】 

FD 委員会、教育課程委員会、自己点検・評価委員会、看護学部推

進会議委員、国家試験対策委員会、実習室整備委員会、入試委員会、

教学支援センター委員、大学教育課程委員会、大学教養教育推進委

員会、入学支援センター委員、高大連携推進委員、 

【学外活動】 

広島県保健師助産師看護師実習指導者養成講習会講師 

 講義：実習指導の実際 

 演習：助言者 

広島県看護協会中支部研究サポート・講評 

賀茂精神医療センター研究サポート・講評 

中国労災病院看護研究サポート 

日本精神看護協会 広島県支部 中部地区研究発表会講評 

広島市立看護専門学校研修会講師 

呉市立呉高等学校フロンティアⅡ（卒業研究）サポート 

広島県瀬戸内高等学校看護医療総合講義講師 

呉市子育て支援研修会講師 



広島市子ども会連合会研修会講師 

広島県レクリエーション協会主催レクリエーションインストラクター養成講座講師 

5.教育実践(資料等) 

シラバス、テキスト、配付

物、小テスト、web の活

用（C-Learning を含む）、

アクティブラーニング実

践報告等 

シラバス（HP 参照） 

テキスト：精神看護の基礎 精神看護学１ （医学書院） 

     精神看護の展開 精神看護学２ （医学書院） 

     看護研究  （医学書院） 

     看護サービス管理 （医学書院） 

毎回資料配布 

小テスト、レポート、ミニッツペーパー 

参考資料提示・紹介：学会発表資料、学術雑誌、新聞、HP 

          ビジュランクラウドなど動画 

6. 授業改善の取組み 

前年度授業評価アンケー

ト結果から担当授業にお

ける自己点検評価及び授

業改善計画等 

総合評点は 4.1～5.0／5 であった。精神看護に興味関心を持てた、も

っと知りたい、自分の将来について考えることができた、これからの日本

の問題について考えることができた、毎回みんなと話し合う機会があり沢

山の考えを得ることができた等全体的に高い評価であった。4.1 であった

看護研究概論・方法論は、難しかったという意見と共に、どのように研究

していくのがわかった、これからの研究に活かしていきたいなどの意見も

あった。学生の経験や興味・関心、既習学習内容と関連させながら、引

き続き教授内容や教授法の検討および、教材開発を行う。 

7.今後の目標 

目標に対する今後の自分

の課題、解決方法、計画等 

１．看護師国家試験合格率 100％に向けた教育プログラムの構築 

２．カリキュラムの評価・改善 

 全領域における、教育内容・教授方法の整理 

領域間の新学習・既習学習の内容と順序、教授法の確認 

 全領域での教授内容・順序、教授方法の検討（改善） 

わかった（できた）！、わかりたい（できるようになりたい）！

と思え、知識・技術が定着する 

３．大人数授業の効果的な教授法の開発 

 



HBG 版 ティーチングポートフォリオ（R5 改定版） 

1.基本情報 

名前 塩田 愛子 

学部 

学科 

看護学部 

看護学科 

職名 助教 

在籍年数 6 年 

教育年数 6 年 

専門領域 成人看護学 

2.教育の活動 

最近 3年間の担当科目 

科目名／開講期／受講者数／備考 

2022 年度 

成人看護援助論Ⅲ/3 年次前期/112 名/必修科目 

救急看護学実習Ⅰ・Ⅱ/４年次前期/11～13 名/選択科目 

研究セミナーⅡ/4 年次前期/2 名/必修科目 

成人看護学実習Ⅲ/４年次前期/77 名/必修科目 

研究セミナーⅠ/3 年次後期/2 名/必修科目 

成人看護学実習Ⅰ・Ⅱ/3 年次生後期/115～116 名/必修科目 

2023 年度 

成人看護援助論Ⅰ/2 年次前期/73 名/必修科目 

成人看護援助論Ⅲ/3 年次前期/72 名/必修科目 

成人看護学実習Ⅲ/4 年次前期/111 名/必修科目 

救急看護学実習Ⅰ・Ⅱ/4 年次/9～10 名/選択科目 

研究セミナーⅡ/4 年次前期/2 名/必修科目 

成人看護援助論Ⅲ/2 年次後期/78 名/必修科目 

研究セミナーⅠ/3 年次後期/2 名/必修科目 

研究セミナーⅡ/4 年次後期/2 名/必修科目 

成人看護学実習Ⅰ・Ⅱ/3 年次後期/68～70 名/必修科目 

看護統合セミナーⅣ/4 年次前期・後期/114 名/必修科目 

2024 年度 

成人看護援助論Ⅰ/2 年次前期 86 名/必修科目 

救急看護実習Ⅰ・Ⅱ/4 年次前期/9 名/選択科目 

研究セミナーⅡ/4 年次前期/3 名/必修科目 

看護統合セミナーⅣ/4 年次前期・後期/必修科目 

成人看護学実習Ⅲ/4 年次前期/72 名/必修科目 

成人看護学実習Ⅰ/3 年次前期/71 名/必修科目 

成人看護援助論Ⅲ/2 年次後期/73 名/必修科目 

研究セミナーⅠ/3 年次後期/1 名/必修科目 

研究セミナーⅡ/4 年次後期/3 名/必修科目 



成人看護学実習Ⅱ/3 年次後期/73 名/必修科目 

3.教育の理念・目的、方法 

なぜ行っているのか（自ら

の信念、価値観、目指すも

の等）、教員としての目

標、学生に求めること（期

待）等 

共通する方法や方針、独自

の工夫等 

大学の理念は、実践的な教育研究体系の中で、生命に対する畏敬の念と倫

理観に基づいた豊かな感性を育成することや、様々な問題に対処できる問

題解決能力を育成することなどである。実習・演習では、医療の現場で培

った実践能力を強みに、経験知を最大限に利用して、看護を伝えることを

目標に取り組んでいる。また外部の研修会などにも積極的に参加し、学生

のレディネスに合わせた授業方法について日々学んでいる。 

4.教育改善と成果 

学内外での教育活動、委員

会活動、FD 活動で行ってき

た改善及びその成果 

授業評価などを参考にして実習・演習指導内容を改善している。 

また、FD 委員として FD 活動に積極的に参加している。アクティブラーニ

ングの実施状況を把握し報告書にまとめた。また、TP の充実に向けてのア

ンケート調査を実施する予定である。大学では教育課程委員、実習室整備

委員として学生の教育や授業環境の整備といった委員の役割を通して参

画している。 

成果例：授業評価アンケート、授業時の提出物等 

5.教育実践(資料等) 

シラバス、テキスト、配付

物、小テスト、web の活用

（C-Learning を含む）、ア

クティブラーニング実践

報告等 

テキスト： 急性期看護Ⅰ・Ⅱ （南江堂）医学書院 e-テキスト 

ビジュアル臨床看護技術ガイド（照林社） 

毎回資料・ppt 等を活用しての講義展開、小テスト、web の活用 

6. 授業改善の取組み 

前年度授業評価アンケー

ト結果から担当授業にお

ける自己点検評価及び授

業改善計画等 

学生が実習での看護をイメージしやすいように、イラストや映像などを取

り入れ授業を行っている。また、既修の解剖生理なども復習のために授業

の始めに触れることで、疾患とのつながりや看護の方向性が理解できるよ

う工夫している。学生の授業評価では解剖生理から説明したことでわかり

やすかったとの評価があり、繰り返し学修することが大切だと感じてい

る。 

7.今後の目標 

目標に対する今後の自分

の課題、解決方法、計画等 

学生自らが学びたいと思えるように、ARCS モデルを活用して授業設計を

行っていく。 

授業・演習では学生自らが考え言語化できるよう意図的な発問を行ってい

きたい。また、臨床場面を取り入れた教材を作成していき、講義・演習・

実習・国試と内容のつながりがわかるように授業を設計していきたい。 

 



HBG 版 ティーチングポートフォリオ（R5 改定版） 

1.基本情報 

名前 進藤美樹 

学部 

学科 

看護学部 

看護学科 

職名 准教授 

在籍年数 15 年 

教育年数 30 年 

専門領域 小児看護学 

2.教育の活動 

最近 3 年間の担当科目 

 

科目名／開講期／受講者数／備考 

小児看護学概論／2年次前期／71・77・86 名／必修科目 2022～2024 

小児看護援助論Ⅰ／2年次後期／76 名／必修科目 2022 まで 

小児看護援助論Ⅱ／3年次前期／73 名／必修科目 2023 まで 

小児看護援助論Ⅰ／2年次後期／73 名／必修科目（新カリ）2023・2024 

小児看護援助論Ⅱ／2年次前期／70 名／必修科目（新カリ）2023・2024 

小児看護学実習 3年次後期 4年次前期・後期／89・71・61 名／必修科目 

看護方法論Ⅳ／2年次後期／110 名／必修科目 2023 まで 

看護学からの SDGsⅠ／2年次後期／82 名／必修科目 2024 

インクルーシブ社会論／1年次後期／129 名／学部共通開講科目（選択）・

オンデマンド 

基礎看護学実習Ⅱ／2年次後期／必修科目 2022 

看護研究セミナーⅠ／3年次後期／担当４～5名／必修科目 

看護研究セミナーⅡ／4年次前期・後期／担当 4～5名／必修科目 

看護統合セミナーⅡ／3年次前期・後期／80 名／必修科目 2022・2023 

看護統合セミナーⅢ／3年次前期・後期／80 名／必修科目 2022～2024 

公衆衛生看護活動展開論Ⅰ／3 年次前期／14～25 名／必修科目 2022～

2024 

母性看護学援助論Ⅰ／2年次前期／110 名／必修科目 2022 まで 

母性看護学援助Ⅱ／2年次後期／110 名／必修科目 2022 まで 

3.教育の理念・目的、方法 

なぜ行っているのか（自ら

の信念、価値観、目指すも

の等）、教員としての目

標、学生に求めること（期

待）等 

共通する方法や方針、独自

の工夫等 

教育理念・目的：対人援助職者として対人援助力を高め、看護師としての

知識・技能を高める。専門職業人として、倫理観、個人を尊重する意識と

小児の権利を守ることができる知識と技術を身につける。 

目標： 

1．学生が基礎的知識・学習習慣を身につけ自己成長できるような教育内

容、教育方法を実践できる。 

2．学生が豊かな感性を養い、人間関係形成能力を向上できるよう授業、

ボランティア、学生参画会議などの機会を通してかかわる。 

3．学生との関係性を築き学生を支援することができる。 



4．円滑な委員会運営活動により学科運営に貢献できる。 

5．自身と領域教員の教育力を高める 

方法： 

・授業方法の改善、参画理論の講義と演習と実践を取り入れる。 

・看護師国家試験合格のため授業内容は国家試験出題基準に合わせて構

成する。学生・教員が小テストを作成し学習、期末試験で知識の定着を確

認する。 

・体験を通して学べるよう、また見る・聞く・話す・感じる・考える力を

刺激する授業方法を工夫する。 

・学生の力を決めつけず学生をよく知る。学生の強みをみる。学生が相談

に来た時は手をとめて話を聞く。 

・独自の工夫：ポートフォリオ、ラベルワーク、グループディスカッショ

ン、小テスト、課題解決型学習、子どもとの触れ合い体験 

4.教育改善と成果 

学内外での教育活動、委員

会活動、FD 活動で行って

きた改善及びその成果 

【学内外の教育活動】 

1. 教育方法の実践例 

●アクティブ・ラーニング：シンクペアシェア、グループ学習、子どもと

のふれあい体験、課題レポート、プレゼンテーション、演習等の学習方法

を実践している。 

成果：学生は聞く、感じる、考える、話す、書く、体験する等様々な学習

活動を通して学んでいる。 

小児看護学授業評価アンケート満足度 4.50～4.59。 

●ポートフォリオ：学生の主体的学習の支援として活用。学習の際に用い

た資料、学び等を時系列に綴じる元ポートフォリオと、元ポートフォリオ

から再構築して自己の目標を反映させた「１枚ポートフォリオ（凝縮ポー

トフォリオ）」。毎回授業終了時に学びと疑問・質問を A４サイズの「学び

シート」へ記載し、全授業終了後に授業全体を振り返り「１枚ポートフォ

リオ」を作成する。グループ、学年全体へ発表し学びを共有する。 

成果： 

小児看護学概論ポートフォリオ学習成果の検討-１枚ポートフォリオ自己

評価の分析-,2025 年 3 月 8 日（岡山）,第 35 回日本医学看護学教育学会学

術集会発表：進藤美樹,藤尾順子,鍋島和貴 

小児看護学概論実践報告-ポートフォリオの活用-,令和 6 年度大学・短期大

学 FD 研修会報告,2025 年 3 月 7 日（阿賀キャンパス）：進藤美樹 

小児看護学概論実践報告-ポートフォリオの活用-,広島文化学園大学・短期

大学 FD 委員会,2024 年度 FD 活動報告書,21-23,2025：進藤美樹 

●「学びシート」のコメント、授業評価アンケート、ピアレビューを参考

にして授業内容・方法を改善している。 



●学生参画理論を用いた授業展開、ラベルワーク、ポートフォリオ、発表

会、学年を超えての授業参画など主体的な取り組みを行っている。 

成果：学生が主体的に授業に参画し同級生や先輩の学びに興味を持って

学びを深めた。 

修学年次をこえた学生参画型講義の展開の効果と課題, 平成 27 年 10 月,

第 56 回日本母性衛生学会（岩手）発表：立花慶子,進藤美樹,藤尾順子,山

内京子 

小児看護学領域における学生参画型授業展開の学修効果と課題,令和 1 年

9 月, 看護学統合研究 21（1）, 宝田慶子,進藤美樹,藤尾順子,山内京子 

●コロナ禍における小児看護学実習：臨地実習ができず学びを保障するた

め学内実習とオンライン実習を工夫した。その一環としておもちゃ作りを

取り入れた。小児看護過程の演習に模擬電子カルテ（以下電子カルテ）・

シミュレーターを導入した 

成果： 

コロナ禍の遠隔授業における教授内容の工夫－小児看護学実習でのおも

ちゃ作り－,2021 年 8 月,日本看護研究学会第 47 回学術集会(web 開催)発

表,出田聡子,進藤美樹,藤尾順子 

小児看護過程演習における模擬電子カルテ・シミュレーター導入の効果, 

2023 年 8 月 19 日・20 日（オンライン開催）, 日本看護研究学会第 49 回

学術集会発表,進藤美樹,藤尾順子,出田聡子 

●チューター（2・4・1・2 年生） 

チューター間の情報交換・連携を密にし、チームとして学生生活の支援、

学業改善にあたった。学習会や個別面談を行った。進級制、卒業に対する

プレッシャーから不安や緊張が高く心理面のサポートにも配慮した。チュ

ーター会議以外にも学生の情報共有を密に行い、早めに学生面談、相談室

や保護者と連携して学生の支援ができた。 

成果：GPA50 未満の学生の多くが後期には上昇した。 

●セミナー（3・4 年生） 

成果：看護研究、国家試験、就職活動の支援。昨年度は一部を除き就職内

定、国家試験に合格した。 

2. 作成した教材 

●「新たな教師の学び」に対応したオンライン研修コンテンツ開発事業（文

科省）：本学が申請し採択。看護学科の主担当者として「養護教諭・職員を

対象とした緊急時対応教育」として次の 5 コンテンツを作成した。1.子ど

もの病気・事故～緊急時の判断と対応～（坂野堯）2.応急処置（進藤美樹）、

3.アレルギー疾患（進藤美樹）4.救急処置（藤尾順子）5.一次救命処置（塩

田愛子・藤尾順子・進藤美樹・出田聡子）令和 5 年 7 月～令和 6 年 4 月文



科省のプラットフォームにアップされた。 

3. 講師 

●呉市子育て支援研修会講師：保育士、保育教諭を対象に小児保健・小児

救急の講義と演習を行っている（平成 22 年より）。 

成果：保育の質の向上に貢献している。 

●潜在保育士就職支援セミナー講師：保育士の就職支援のための研修にお

いて小児保健の講義を担当している（平成 26 年より）。 

成果：就職支援に貢献している。 

●呉市三坂地保育所社会見学：年長児を対象に阿賀キャンパス社会見学を

継続している。学生主体で施設・授業見学、体験を実施、母子看護領域教

員がサポートしている（平成 25 年より）。 

成果：年長児にとって社会性を養う機会となる。学生は子どもの理解を

深めている。 

母子看護学領域におけるサービス・ラーニングの実際と課題,第 61 回日本

母性衛生学会・学術総会(web 開催)発表,藤尾順子,進藤美樹,出田聡子,山田

晃子,山内京子,上林聡子 

●子育て応援講座 Nobody’ｓPerfectProgram 講師：ひろしまこども夢財

団・広島県・広島文化学園大学共催、乳幼児をもつ親を対象にした子育て

応援講座において企画・運営・託児ボランティア（看護学部学生）の指導

と講師を担当した（平成 22 年・24 年）。 

成果：介入後、育児不安を持つ母親が少なくなり子育てにポジティブに

なる母親が増えていた。 

子育て支援についての研究―Nobody’s Perfect Program を実施して―,

平成 24 年 3 月,呉市 OCN 報告書, 清水美紀，進藤美樹，原ひろみ，成順

月，佐々木秀美，加藤重子，中井芙美子，久保泰子他   

●親子の絆づくりプログラム赤ちゃんがきた（BP）アシスタント（平成 24

年・令和１年・令和 6 年）：第 2 子以降の 2～7 ヶ月の赤ちゃんと母親がお

互いの子育て体験から学ぶ情報交換と仲間作りプログラム。講座のアシス

タント、専門家（看護師）としての子育てアドバイザーを担当した。 

成果：2 人目以降の赤ちゃんの子育てをしている母親の悩み事や疑問を

知ることができた。育児の知識やスキル、親の役割を学ぶためのプログラ

ムについて学んだ。これらを授業へ反映している。 

●広島県高等学校教育研究会養護部会呉地区支部研修会講師（平成 31

年）：養護教諭を対象に食物アレルギーの基礎知識と児童生徒への対応に

ついて講義した。 

●講演「みんなで防ごう VPD」（平成 30 年）：成果：非常勤講師坂野堯先

生とともに本学学生、呉地域保育士を対象に講演会を開催した。 



●呉市私立幼稚園協会春季研修会講師 

●第 3 回～第 9 回オレンジリボン普及イベント市民講座「防ごう子ども虐

待、地域で支えよう親と子」、イベント準備、開催の補助、ボランティア学

生のサポートを実施している（2018 年～2024 年）。 

成果：学生は子ども虐待防止の正しい知識を得るとともに、地域で支え

る人がいることを理解できた。 

市民と看護学生における児童虐待防止に対する関心とオレンジリボンの

認知度の比較,令和 2 年 9～11 月,日本看護研究学会第 46 回学術集会(web

開催)発表, 林君江,進藤美樹,浅香真由巳,加藤重子,土肥敏博,山内京子,今

坂鈴江,風間栄子,高橋登志枝,岡田京子,空本恵美   

●呉市立呉高等学校（看護基礎）講師（平成 27 年～平成 30 年、令和 1

年・4 年・6 年）：小児看護の講義を担当した。 

●呉市立呉高等学校 3 年生フロンティアⅡ研究指導、フロンティアⅡ（卒

業研究）発表会講師 2024 年 

●吉島病院研究指導（平成 25～28 年） 

●高大連携公開講座、高校生のための看護学入門講師および補助（平成 22

年・平成 25 年・平成 27 年・平成 29 年・令和 1 年・令和 6 年） 

【委員会活動】 

●学生部次長（教務、社会連携）、教育課程委員会（委員長、副委員長、委

員)（FD 委員会（委員、副委員長）、入試委員、学生部学校案内委員長 

成果：円滑な委員会活動により学科運営に貢献した。 

●学生部次長（社会連携）として学生へボランティアの情報発信、募集、

依頼先との調整、説明会・ボランティア活動への参加と学生指導を行った。 

成果：学生のボランティア活動を推進した。 

広島県・呉市総合防災訓練：ボランティア学生の引率・指導（2024 年） 

習慣化アプリを利用したフレイル予防事業：ボランティア学生の指導・

支援（2024 年） 

阿賀地区地震津波避難合同訓練：訓練参加と学生の指導（2024 年） 

●学生参画委員会 AL 委員会委員 

成果：学生主体の勉強会実施、委員が１年生の授業へ参画し学習方法等

の体験談、相談会を実施。学生の主体的な活動をサポートしつつ教員、学

生が同じ目標に向かい連携協働でき学生の主体的学びを促進した。 

●AL・FD 委員会（委員、委員長） 

成果：教員・学生を対象に研修会を 1 回／月実施しアクティブ・ラーニ

ングを推進した。AL 実施調査、報告書作成に携わった：アクティブ・ラ

ーニング推進報告書（大学・短大 FD 委員会） 

●看護統合研究センター委員、研究ブランディング、看護医療福祉部門委



員 認知症カフェ担当 

5 回/年認知症カフェを開催、3 回/年ニュースレターを発行した。 

成果：参加者アンケートの満足度も高くカフェプログラムにより健康認

識を維持できている。学生との交流が参加継続につながっている。学生に

とっては高齢者理解の機会となっている。 

学生参画型認知症カフェに対する参加者の意識,2022 年 6 月～9 月,第

23 回日本認知症ケア学会大会 WEB 配信,進藤美樹,加藤重子,浅香眞由巳,

岡田京子,土肥敏博     

HBG 看護認知症カフェプログラムの開発，評価とその果たすべき役割,

看護統合研究,2024 年 26(1),加藤重子，土肥敏博，山内京子，進藤美樹，

林君江，浅香真由巳，高橋登志枝，岡田京子，空本恵美，前信由美，棚崎

由紀子，岩本由美，田村和恵，平岡正史,大塚文,今坂鈴江，風間栄子,棟久

恭子 

●看護学部カリキュラム改革検討委員会委員（令和 2 年度） 

●看護学部プロジェクト推進会議委員、進級制担当（令和 3 年度） 

●高校ガイダンスを担当、学生募集に貢献している。 

私立第一学院高等学校 看護学体験授業（2024 年） 

広島県立三原東高等学校 進路ガイダンス（2024 年） 

広島市立美鈴が丘高等学校 進路ガイダンス （2024 年）  

広島県立熊野高等学校 進路ガイダンス （2024 年） 

【FD 活動】 

●Nobody’s Perfect Japan 認定ファシリテーター：ファシリテーター・

トレーニング（研修／養成講座）を受講、子育て支援を行うファシリテー

ターの資格を取得した（平成 23 年）。 

●看護のキネステティクスベーシックコース修了（平成 21 年・22 年） 

●看護学教育研究共同利用拠点千葉大学大学院看護学研究院附属看護実

践・教育・研究共創センター主催：看護学教育ワークショップ参加（平成

28 年 29 年令和 1 年・令和 2 年） 

成果：看護学教育ワークショップ報告書 

●レールダル SimPad 基本トレーニング研修 

成果：シミュレーション演習の講義概要、シミュレーションモデルの操

作を理解し小児看護学の演習で取り入れている。 

●日本赤十字社幼児安全法短期講習受講 

成果：子どもの事故防止等の講義と 1 次救命処置のトレーニングを受

講。呉市子育て支援研修において保育士に指導した。小児の演習にも取り

入れている。 

●オンライン研修・セミナーの受講：小児特有の見方とアセスメントの重



要ポイント、Z 世代な若者の育て方・支え方、医療的ケア、障害児看護、

発達障害など 

●学会、研修、医療・看護・教育についての最新の情報をチェックし、領

域教員へ情報提供している。 

5.教育実践(資料等) 

シラバス、テキスト、配付

物、小テスト、web の活

用（C-Learning を含む）、

アクティブラーニング実

践報告等 

・授業初回にシラバスなどを配布し授業の位置づけ、課題の目的・方法・

提出期限を説明する。見通しをもって学習することができる。 

・パワーポイント、資料、動画、ビジュランクラウド等を活用して講義を

展開している。 

・配付物は C-Learning の教材倉庫への保存、公開しいつでも見られる

ようにすることで、自己学習につなげている。 

・小テスト（C-Learning、または用紙配布）の実施と解説：授業・演習に

関連した国家試験問題を実施し、知識の確認・定着を図っている。 

・学びシート：A４サイズの「学びシート」を作成。初回授業時のガイダ

ンスを聞き自身の目標を設定、学びシートへ記載し目標を意識しながら授

業に参加する。毎回授業後に学びや疑問を書き教員がコメントして返却す

る。学生の理解度を確認し全体にもフィードバックしている。学生、教員

双方が出欠の確認もできる。オムニバスの科目では他の教員の担当授業の

理解度も把握できる。 

・ポートフォリオ①ファイリング：初回授業に A4 ファイルを持参し目的・

方法について説明。講義資料、課題レポート、グループワーク・発表会の

資料、自己学習資料、1 枚ポートフォリオ、1 枚ポートフォリオの自己評

価を時系列で綴じる。筆記試験に持ち込み可とし復習や試験勉強に活用で

きる。試験終了後に提出し評価し返却する。臨地実習の学習に活用できる。

授業時間内で紹介し合うことにより、学習方法の理解につながった。 

・ポートフォリオ②1 枚ポートフォリオ、さあすてきなあなた（自己評価

用紙）：全授業終了後に「学びシート」のコメントから授業全体を振り返

り、1 枚ポートフォリオ（学びのプロセス図解）を作成する。その後、自

己評価用紙（さあすてきなあなたへ）へ 1）はじめの気構えや期待、2）い

つ何をきっかけにどう変化したか、3）終わりに何が残ったか、学んだこ

と、学ばなかったこと、4）小児看護観を記載し学びを自己評価する。１

枚ポートフォリオは発表会で紹介しあう。 

ポートフォリオにより主体的学習を促進し、学びの自己評価・他者評価

により自身の学びや成長を実感している。教員は授業評価ができる。 

・アクティブラーニング：シンクペアシェア、グループ学習、子どもとの

ふれあい体験、課題レポート、プレゼンテーション、演習を行っている。

意欲をもって講義や課題に取り組むことができている。 

・異学年合同授業：先輩から実習の実際と学びを聞く機会を設けた。後輩



にとって先輩の姿はロールモデルとなり、現在の学習と将来の実習とのつ

ながりがわかり、今後の学習への動機づけとなった。先輩は 1 年前の自分

を思い出し自身の成長を実感できる機会になっている。 

・モデル人形・シミュレーターを用いた演習：子ども・看護師・家族の役

を学生が交代で行いながら実施した。学生は、それぞれの役を演じること

によって、子どもへの援助、声かけの難しさ、家族への看護も大切だとい

うことを短時間の中で学んでいた。 

・リフレクションシート：演習後は教員が作成したリフレクションシート

へポイント、手順、気づきを記入、演習に関連した国家試験問題を C-ラー

ニング小テストで実施、知識の確認・定着を図っている。リフレクション

シートは実習のファイルへ綴じて、実習で演習内容を想起しながら活用し

ている。 

【資料など】 

・1 枚ポートフォリオ、さあすてきなあなた 

・子どもの理解発表資料 

・学生参画会議「アクティブ・ラーニング委員会」の取り組み（平成 29 年

度） 

・学生参画会議 看護研究発表会運営委員会の取り組み-学生の主体的な

学びを支援する-（平成 29 年度） 

・フレッシュマンセミナーⅡアクティブ・ラーニング実践報告（平成 29

年度） 

・小児看護援助論Ⅰアクティブ・ラーニング実践報告（令和 2 年度） 

・アクティブ・ラーニング推進報告書（大学・短大 FD 委員会） 

・実習施設連絡会議資料 

6. 授業改善の取組み 

前年度授業評価アンケー

ト結果から担当授業にお

ける自己点検評価及び授

業改善計画等 

【担当授業（小児看護学）における自己点検評価】 

・小児看護学科目の授業評価アンケートの総合評価は 4.50～4.59 と高か

った。回答率が低かった。授業後コメント、同僚評価、ピアレビューの意

見から教育目標は達成された。結果を授業方法の改善につなげた。 

・授業評価アンケートのコメントに、グループワークや発表を通して色々

な人の意見を聞けた，学生間の交流ができた、協力しながら学べたとの意

見が見られた。 

・動画や DVD の視聴は小児と看護のイメージ化に有効であり、小児と看

護に興味を持つきっかけとなっていた（ポートフォリオ自己評価分析）。 

・演習は前半に講義でポイントをおさえた後、モデル人形・シミュレータ

ーを用いて、子ども・看護師・家族の役を学生が交代で行うことにより子

どもへの援助、声かけの難しさ、家族への看護を学んでいた。 

・学習の際に用いた資料、学び等を時系列に綴じるポートフォリオ（ファ



イル）と「１枚ポートフォリオ（凝縮ポートフォリオ）」を活用している。

初回に目的、方法を詳しくガイダンスすること、先輩の作品を見せること

でスムーズに取り組むことができた。授業の中間でお互いにポートフォリ

オ（ファイル）を紹介することで、学習方法について学ぶとともに、お互

いを知る機会につながっていた。 

・演習後のリフレクションシート記入、国家試験問題の小テストを実施し

た。これらにより、知識の確認と定着につながった。 

・小児看護学の教員は全員小児看護の実務経験があり授業で臨床や実習

での経験を伝えている。臨床看護師、歯科衛生士をゲストスピーカーとし

て招き、専門的知識やリアルな経験、多様な価値観にふれ、自己の看護観

を深めている。 

・異学年合同授業として先輩から実習の実際や学習方法等を聞く機会を

設けている。いまの学習と将来の実習とのつながりを実感し、学習の動機

づけとなっている。 

【授業改善計画】 

・学生間で学び合う機会を活用する。→ファイルの紹介、課題の紹介、グ

ループ発表、授業の学びを紹介する。 

・聞くだけの講義は短時間とする。動画や DVD の視聴、事例を用いたワ

ーク、臨床や実習での経験を伝える。毎回の授業のポイントを明確にする。

小テストと解説、テキストの活用と解説、自己学習時間を設ける。 

・テストの出題範囲は紙媒体・C ラーニングで連絡する。 

・臨床看護師、歯科衛生士による講義。 

・学習の目的、意義、方法をわかりやすく説明する。 

・グループワークや課題が負担にならないよう、ポイントを絞り、方法や

提出期限を検討していく。学習の目的、必要性を説明する。 

・安心・安全、効果的に学習できる環境を一緒に作る→座席の配慮、授業

のうけかたを考える、共有する。 

・学びシートや発問を通じて学生の声に耳を傾ける、学生と教員、学生間

の対話をもつ、質問や疑問についてはタイムリーにフィードバックする、

名前の座席表を作り名前で呼ぶ、演習では丁寧な説明やデモンストレーシ

ョンにより一緒に行い、できたという達成感がもてるようにする。 

・教員間での授業評価を継続する。 

7.今後の目標 

目標に対する今後の自分

の課題、解決方法、計画等 

1．学生が基礎的知識・学習習慣を身につけ自己成長できるような教育内

容、教育方法を実践できる。→アクティブ・ラーニング、ポートフォリオ

の活用。学生の反応をキャッチしフィードバック。学生の成長をともに喜

ぶ。成果を研究的にまとめて評価しながら実践していく。 

2．学生が豊かな感性を養い、人間関係形成能力を向上できるよう授業、



ボランティア、学生参画会議などの機会を通してかかわる。→授業、実習、

セミナー他において学生間（同学年、異学年）がつながる機会を作り、と

もに学びあい、支え合う力を育む。 

3．学生との関係性を築き学生を支援することができる。 

・特性がある学生、支援が必要な学生が増えている。自分の問題を自覚し

ていない、問題を保護者や教員に話せない。学生の自己理解、自己対処力・

援助要請力を育てていく必要がある。学生は相手や状況により色々な顔を

見せたり見せなかったりする。自分自身、問題やできないことは気づきや

すいがポジティブな面や成長に気づきにくい、一人では学生を知ることも

支援することも難しいと感じている。→様々な機会を通して学生とかかわ

り対話をもち学生を知る努力をする、特にポジティブな面を知り発信して

いく（授業、実習、行事、ボランティア、面談、学習会、学内での何気な

い会話）。学生の情報を共有しチームでかかわる（チューター、セミナー、

養護教諭、カウンセラー）。 

・学生が問題を保護者に話せない、保護者のサポートを受けにくい、学生

と保護者の意見が異なる（進路、コース選択）、保護者が学生（子ども）の

対応に困っているケースがある。学生との信頼関係を維持するため保護者

への連絡は学生の了解を得た上で行っている。速やかに保護者へ連絡する

ことで問題に気づいたりかかわり方が見えることもあった。→学生の学

習・学生生活の状況を伝える、家庭での様子やサポート状況を知る、サポ

ートについて話し合う。保護者会、保護者面談、電話など。 

4．円滑な委員会運営活動により学科運営に貢献できる。→委員が成長で

きるよう支援する。業務見直しの視点を持つ。担当が変わっても業務が遂

行できるよう業務のプロセスを記録する。 

5．自身と領域教員の教育力を高める。→講義、演習、実習の評価と改善、

研究。小児疾患看護、障害児看護を含めた学生・教員・実習指導者がわか

りやすい実習評価の観点と評価尺度の検討（ルーブリックなど）。新任教

員の支援を通して領域教員も共に学ぶ。教員間の連携のための業務の可視

化と効率化を図る。 

 



HBG 版 ティーチングポートフォリオ（R5 改定版） 

1.基本情報 

名前 杉山祥子 

学部 

学科 

看護学部 

看護学科 

職名 特任教授 

在籍年数 1 年 

教育年数 ４9 年 

専門領域 学校保健 養護教諭関連 

2.教育の活動 

最近 3 年間の担当科目 

科目名／開講期／受講者数／備考 

学校保健／2 年次前期／28 名／選択科目 

養護概説／2 年次後期／選択科目 

養護実習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ／4 年次前期／11 名／選択科目 

教職実践演習（養護）／4 年次後期／11 名／選択科目 

公衆衛生看護学概論／1 年次後期／必修科目 

公衆衛生看護論／4 年次後期／選択科目 

教員採用試験対策 特別講義/全学年対象に随時実施 

3.教育の理念・目的、方法 

なぜ行っているのか（自ら

の信念、価値観、目指すも

の等）、教員としての目

標、学生に求めること（期

待）等 

共通する方法や方針、独自

の工夫等 

・看護学をベースに看護学専門職としてのグローバルな知識・技術を身に

付けさせる。特に養護教諭のコースを選択する学生に対し、看護学と養護

学両方の学びを深め、専門職として学校現場が求める人材に即した教育を

行う。 

・教員採用試験対策として、特別講座を開講し、週一回５限目に 60 分程

度、経年的に採用試験問題の学習指導を行う。また、採用試験直前指導と

して、３年生４年生に対して集中的に行う。教職セミナーと並行しながら、

基礎的な学びを積み上げていく。                  

・授業では、アクティブラーニングを中心に、学生自らの学びを発表させ、

意見交換を行う。毎回、学習プリントを利用し学習の理解を深めさせる。

また、毎時間、授業の中で学んだことを感想用紙に記入をさせ、個別の対

応にも対応していく。 

4.教育改善と成果 

学内外での教育活動、委員

会活動、FD 活動で行って

きた改善及びその成果 

授業評価を参考にして授業内容・方法を改善する。 

オープンキャンパスへ参加をする。 

教職課程委員会の会議で養護教諭コースの現状を報告し、方向性を確認す

る。 

5.教育実践(資料等) 

シラバス、テキスト、配付

物、小テスト、web の活

用（C-Learning を含む）、

アクティブラーニング実

シラバス 

テキスト：学校保健（学校保健マニュアル、健康診断マニュアル） 

養護概説（学校における養護活動の展開、養護活動の実際） 

養護実習（養護実習ハンドブック） 

教職実践演習（養護教諭の行う健康相談、保健室経営 Q＆A） 



践報告等 公衆衛生看護活動展開論Ⅱ（公衆衛生看護活動Ⅱ） 

公衆衛生看護論（対象別公衆衛生看護活動・厚生労働省の統計） 

資料・pp 等を活用しての講義を行う。 

6. 授業改善の取組み 

前年度授業評価アンケー

ト結果から担当授業にお

ける自己点検評価及び授

業改善計画等 

アクティブラーニングを取り入れた授業を行っている関係で、学びが深ま

っていることや、学習プリントの効果もあり、専門知識の定着へと繋がっ

ている。授業評価アンケート結果では、評価が 5.0 弱であり、授業に対す

る満足度は良い結果であった。より高い目標を目指すためには、学生の発

表内容を工夫するように、事前学習への指導を強化することが考えられ

る。 

7.今後の目標 

目標に対する今後の自分

の課題、解決方法、計画等 

・教員採用試験対策を含めた授業の内容を継続して取り入れていく。 

・近隣の学校アガデミアとして連携し、学校ボランティア活動として取り

入れ、養護実習の事前学習として定着させていく。 

・他大学や地域の学校の交流を交え、教育活動の推進のために情報交換を

行う。 

・オムニバス形式の講義展開では、学生の理解・関心の温度差があるため、

教員間での連絡をしっかり行う。 

 



HBG 版 ティーチングポートフォリオ（R6 改訂版） 

1.基本情報 

名前 武智 朋子 

学部 

学科 

看護学部 

看護学科 

職名 講師 

在籍年数 2 年 

教育年数 40 年 

専門領域 基礎看護学 教職（高等学校教諭「看護」） 

2.教育の活動 

最近 3 年間の担当科目 

科目名／開講期／受講者数／備考 

2024 年度 

援助方法論ⅠⅡⅢ/1 年前・後期/110 名/必修科目 

基礎看護学実習Ⅰ/1 年前/110 名/必修科目 

基礎看護学実習Ⅱ/2 年後期/110 名/必修科目 

看護研究セミナーⅠ／3 年次後期／3 名／必修科目 

看護研究セミナーⅡ／4 年次通年／3 名／必修科目 

看護科教育法Ⅰ/2 年後期/2 名/必修科目 

看護科教育法Ⅱ/3 年前期/1 名/必修科目 

教育実習指導/4 年前期/3 名/必修科目 

教育実習/4 年前期/3 名/必修科目 

教職実践演習(高）B/4 年後期/3 名/必修科目 

2025 年度 

援助方法論ⅠⅡⅢ/1 年前・後期/90 名/必修科目 

基礎看護学実習Ⅰ/1 年前/90 名/必修科目 

基礎看護学実習Ⅱ/2 年後期/90 名/必修科目 

看護研究セミナーⅠ／3 年次後期／3 名／必修科目 

看護研究セミナーⅡ／4 年次通年／3 名／必修科目 

看護科教育法Ⅰ/2 年後期/2 名/必修科目 

看護科教育法Ⅱ/3 年前期/1 名/必修科目 

教育実習指導/4 年前期/1 名/必修科目 

教育実習/4 年前期/1 名/必修科目 

教職実践演習(高）B/4 年後期/1 名/必修科目 

3.教育の理念・目的、方法 

なぜ行っているのか（自ら

の信念、価値観、目指すも

の等）、教員としての目

標、学生に求めること（期

待）等 

基礎看護学は、看護基礎教育の看護学全体の最も基本となる理論・知識の

集約で、すべての看護の実践・研究に応用される。看護実践能力の基盤と

なる学習を深めるとともに、学生が能動的に探究学習を行い、自ら課題を

発見し解決への行動が起こせる力をつけることが必要である。演習にﾛｰﾙ

ﾌﾟﾚｲやｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ、ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝなどアクティブラーニングと、他者との協同

活動やディスカッションを取り入れ授業展開することで主体的な学習と



共通する方法や方針、独自

の工夫等 

なる。また、授業規律を守れる指導を行う。 

教職課程（高等学校教諭「看護」）は、豊かな人間性と総合的な判断力を培

い教育実践力をもつ高等学校教諭一種免許状（看護）取得させる。対象者

に即した教育の機能・方法、教授法の本質について理解でき、授業計画・

実施・教育評価が教育者としての倫理的側面から、教育実践できる基礎的

能力が養えるよう授業を展開する。 

4.教育改善と成果 

学内外での教育活動、委員

会活動、FD 活動で行って

きた改善及びその成果 

授業評価や FD 活動、他教員の授業内容を参考にして授業内容・方法を評

価し改善している。 

授業に関する課題や提出物にも、学生は積極的な取り組みができ、様々な

気付きや考察をもたらしている。学生の授業評満足度調査、授業評価アン

ケートの評価も高い。 

5.教育実践(資料等) 

シラバス、テキスト、配付

物、小テスト、web の活

用（C-Learning を含む）、

アクティブラーニング実

践報告等 

シラバス：広島文化学園大学 HP Web シラバス参照 

テキスト： 

医学書院 e テキスト（電子テキスト）系統看護学講座 専門分野 基礎看

護学２・３ 基礎看護技術Ⅰ・Ⅱ （医学書院） 

『高等学校学習指導要領』『高等学校学習指導要領解説（看護編）』（文部

科学省） 

資料・ppt 等を活用しての講義展開、動画の活用、授業の課題に取り組ま

せ、コメントをフィードバックしている。 

6. 授業改善の取組み 

前年度授業評価アンケー

ト結果から担当授業にお

ける自己点検評価及び授

業改善計画等 

基礎看護学は授業評価アンケートの評価点数は 4.5 以上で高評価である。

基礎看護技術では根拠や安全・安楽などを強調して技能として身につくよ

う学生に能動的な学びを促し、臨地での看護実践につながるように学習を

進めることが課題である。 

教職（看護）科目は授業評価アンケートの評価点数は 4.5～5 であった。

受講学生が少なくほとんど 1：1 で展開し、ディスカッションで深める学

習はできなかった。学生の理解度や達成度に合わせて家庭学習の課題も含

めて指導を進めた。イメージつくりや意欲喚起に努め教育実習に活用でき

るよう継続指導をする。 

7.今後の目標 

目標に対する今後の自分

の課題、解決方法、計画等 

学生の学習意欲を高め、探究学習や協同学習が進み看護実践能力の獲得に

つながる教授方法を工夫する。 

 

 



HBG 版 ティーチングポートフォリオ（R5 改定版） 

1.基本情報 

名前 棚﨑由紀子 

学部 

学科 

看護学部 看護学科 

看護学研究科 

職名 教授 

在籍年数 約 36 ヶ月 

教育年数 17 年 

専門領域 高齢者看護学 

2.教育の活動 

最近 3 年間の担当科目 

＜看護学部＞ 

老年看護学概論（旧カリ）／2 年次前期／80～100 名／必修科目 

高齢者看護学概論（新カリ）／1 年次後期／80～100 名／必修科目 

老年看護援助論Ⅰ・Ⅱ（旧カリ）／2 年次後期、3 年次前期／80～100 名

／必修科目 

高齢者看護援助論Ⅰ・Ⅱ（新カリ）／2 年次前期・後期／80～100 名／必

修科目 

老年看護学実習Ⅰ・Ⅱ（旧カリ）／3 年次後期・4 年次前期／80～110 名

／必修科目 

高齢者看護学実習Ⅰ・Ⅱ（新カリ）／3 年次前期・後期／80～110 名／必

修科目 

認知症看護援助論（旧・新カリ）／3 年次前期→2 年次後期／5 名程度／

選択科目 

認知症看護演習（旧カリ）／3 年次前期／5 名程度／選択科目 

看護研究セミナーⅠ・Ⅱ／3 年次後期・4 年次通年／各 4 名／必修科目 

フレッシュマンセミナー／1 年次前期／80～100 名／必修科目 

（看護学部、学芸学部、人間健康学部） 

看護統合セミナーⅠ（旧カリ）／1 年次通年／80～110 名／必修科目 

看護統合セミナーⅡ（旧カリ）／2 年次通年／80～110 名／必修科目 

看護統合セミナーⅢ（旧カリ）／3 年次通年／80～110 名／必修科目 

看護統合セミナーⅣ（旧カリ）／4 年次通年／80～110 名／必修科目 

ボランティアと地域住民生活（新カリ）／1 年次前期／5 名／選択科目 

＜看護研究科＞ 

・修士課程：フィジカルアセスメント特論 

     高齢者看護学特論Ⅱ・Ⅳ・Ⅴ 

3.教育の理念・目的、方法 

なぜ行っているのか（自ら

の信念、価値観、目指すも

の等）、教員としての目

将来、看護専門職者として医療機関及び高齢者施設にて高齢者支援を行う

者として、対象である高齢者及びその家族を理解するとともに生活支援を

実践できる基礎力を養うことが重要である。そのために自らが判断して行

動できる知識、技術、特に科学的根拠に基づいたセスメントができる思考



標、学生に求めること（期

待）等 

共通する方法や方針、独自

の工夫等 

力を身に付け、人を思いやり、人のために力になりたいという思いを育て

ていきたいと考えている。 

4.教育改善と成果 

学内外での教育活動、委員

会活動、FD 活動で行って

きた改善及びその成果 

学習支援の必要な学生の増加に伴い、講義までの準備に力を入れる必要

を感じている。今年度は講義内容の事前課題を設け、学習習慣の定着とと

もに学習方法を修得できるよう工夫した。講義も要点を絞り、集中して講

義時間内で理解できるように、また Google フォームを活用したリフレク

ションシートにより関連問題を通して講義の理解度を確認した。昨年同様

に分かりやすい講義との授業評価アンケートの自由記述もあり、少しずつ

成果は出ていると感じている。 

5.教育実践(資料等) 

シラバス、テキスト、配付

物、小テスト、web の活

用（C-Learning を含む）、

アクティブラーニング実

践報告等 

医学書院の e テキスト 老年看護学、老年看護 病態・疾患論 

配布資料 

ポートフォリオ 

動画 

6. 授業改善の取組み 

前年度授業評価アンケー

ト結果から担当授業にお

ける自己点検評価及び授

業改善計画等 

授業評価アンケートで分かりやすかったとの意見がある反面、難しく勉

強しても分からなかったとの自由記述もあった。 

専門用語の意味から理解できない学生も多いことから、引き続き、用語

の定義から一つずつ丁寧に、学生の反応をふまえて教授していこうと考え

ている。また読みやすいスライドの工夫として、UD フォントを活用した。 

7.今後の目標 

目標に対する今後の自分

の課題、解決方法、計画等 

次年度は新カリキュラム 3 年目であるため、今年度の学生の反応をふま

えて、更に 90 分の講義時間で完結できるような工夫をしていきたいと考

えている。また実習で活用できる知識、技術の修得を目指し、考える力を

強化できるよう、実践の事例をふまえたグループワークの方法も検討して

いきたい。 

 



HBG 版 ティーチングポートフォリオ（R5 改定版） 

1.基本情報 

名前 田村和恵 

学部 

学科 

看護学部 

看護学科 

職名 看護教員 

在籍年数 26 年 

教育年数 26 年 

専門領域 成人看護学領域 

2.教育の活動 

最近 3年間の担当科目 

科目名／開講期／受講者数／備考 

2023 年度 

看護方法論Ⅱ／２年次前期／80 名／必修科目 

家族看護論／３年次前期/80 名／必須科目 

看護研究セミナーⅠ／3年次後期／３名～5名／必修科目 

看護研究セミナーⅡ／4年次前期／３名～5名／必修科目 

ターミナルケア論／4年次後期／60 名／選択科目 

看護統合セミナーⅢ／３年次前期/80 名／必修科目 

成人看護学実習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ／3年次前期・後期／110 名／必修科目 

2024 年度 

看護方法論Ⅱ／２年次前期／80 名／必修科目 

家族看護論／３年次前期/80 名／必須科目 

看護研究セミナーⅠ／3年次後期／３名～5名／必修科目 

看護研究セミナーⅡ／4年次前期／３名～5名／必修科目 

ターミナルケア論／4年次後期／60 名／選択科目 

看護統合セミナーⅢ／３年次前期/80 名／必修科目 

成人看護学実習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ／3年次前期・後期／80 名／必修科目 

2025 年度成人看護学概論/１年次後期/80 名/必修科目 

成人看護援助論Ⅲ／2年次後期／80 名／必修科目 

成人看護学実習Ⅰ・Ⅱ／3年次前期・後期／80 名／必修科目 

成人看護学実習Ⅲ／4年次前期／5名／必修科目 

家族論／３年次前期/80 名／必須科目 

看護研究セミナーⅠ／3年次後期／３名～5名／必修科目 

看護研究セミナーⅡ／4年次前期／３名～5名／必修科目 

ターミナルケア論／4年次後期／60 名／選択科目 

看護学からの SDGsⅡ／３年次前期/80 名／必修科目 

3.教育の理念・目的、方法 

なぜ行っているのか（自ら

の信念、価値観、目指すも

共通する方針としては、看護専門職者としての、専門知識・技術・実践力・

問題解決力が身につくよう、成人期としての特徴やケアシステムの中にい

る対象者の理解と支援方法が、理解できるよう段階的に科目を位置づけて



の等）、教員としての目

標、学生に求めること（期

待）等 

共通する方法や方針、独自

の工夫等 

いる。 

「ターミナルケア論」では、看護学部看護学科のディプロマ・ポリシーの

「看護専門職者としてのこれまでに獲得した知識・技術・創造的態度を統

合し、地域社会に貢献する力を身につける」に関連させて講義を展開して

いる。避けて通ることができない「生と死」について考えさせ、看護観だ

けでなく、希薄となっている死生観が育成できるような講義を展開してい

る。 

「家族看護論」では、ディプロマポリシーの看護専門職者としてコミュニ

ケーション・スキルを有し、自己成長する力を身に付けていることを目指

し、看護師として実務経験に基づいた実践例を交えることで、理論と実践

を結びつけた授業を行っている。 

4.教育改善と成果 

学内外での教育活動、委員

会活動、FD 活動で行ってき

た改善及びその成果 

前期・後期に実施している授業評価を参考にして授業内容・方法を改善し

ている。 

成果例：授業評価アンケート 

5.教育実践(資料等) 

シラバス、テキスト、配付

物、小テスト、web の活用

（C-Learning を含む）、ア

クティブラーニング実践

報告等 

シラバス(HP 参照) 

テキスト：成人看護学概論・家族看護論(医学書院)電子書籍 

資料：PP 等配布 

6. 授業改善の取組み 

前年度授業評価アンケー

ト結果から担当授業にお

ける自己点検評価及び授

業改善計画等 

・予習・復習したことを、講義の中でフィードバックすることで学生主体

の講義を目指す。 

・満足度評価が例年 4点以上を継続しており、概ね学生は満足している。

今後も学生からの意見を参考に講義の質を高める工夫を重ねていく。 

7.今後の目標 

目標に対する今後の自分

の課題、解決方法、計画等 

・国家試験問題のなかでも、成人領域の出題率は高いため、講義や実習を

通して知識・技術を統合させ、国家試験合格率のアップにつなげること。 

 



HBG 版 ティーチングポートフォリオ（R7 改定版） 

1.基本情報 

名前 中村 哲 

学部 

学科 

看護学部 

職名 看護学科 

在籍年数 教授 

教育年数 32 年 

専門領域 疫学 

2.教育の活動 

最近 3 年間の担当科目 

疫学／3 年次前期／84 名／必修 

3.教育の理念・目的、方法 

なぜ行っているのか（自ら

の信念、価値観、目指すも

の等）、教員としての目

標、学生に求めること（期

待）等 

共通する方法や方針、独自

の工夫等 

公衆衛生概念の理解と公衆衛生の実践とに方法論として関連する疫学の

考え方およびそれに付随する統計資料・統計学手法の応用に対する理解は

看護実践に極めて重要である。そのため学生に対してアクティブ・ラーニ

ング(AL)として、各コマの講義では講義テーマに沿う事前学習としての小

問題を課している。また、AL については学生に事前学習課題を与え、講

義中の２コマを使って反転授業を行っている。この半手授業は評価票を用

いて学修評価を行い、学生の理解度と参加度を経年的に把握し、授業展開

に利用している。 

4.教育改善と成果 

学内外での教育活動、委員

会活動、FD 活動で行って

きた改善及びその成果 

学外では JICA/JDR の教育研修委員(疫学班)として 2004 年度から 2018

年度まで 15 年間関わった。また国際交流委員として、交流提携校である

パーペチュアルヘルプ大学での講義を 2018 年に行った。学内では授業評

価を利用して授業方法と授業内容を改善してきた。さらに学内の FD 活動

の内、特に AL 普及と評価、リベラルアーツおよび教養教育小委員会の委

員長として同活動に積極的に参加してきた。成果事例：JICA/JDR 辞令、

パーペチュアルヘルプ大学の講義証明書、本学AL推進報告書 2018-2022． 

5.教育実践(資料等) 

シラバス、テキスト、配付

物、小テスト、web の活

用（C-Learning を含む）、

アクティブラーニング実

践報告等 

本学 Web シラバス疫学参照（科目コード o1037） 

教科書：日本疫学会編 初めて学ぶやさしい疫学 最新版 南江堂, 参考書：

中村好一「基礎から学ぶ楽しい疫学」最新版 医学書院, 厚生の指標 増刊 

国 民衛生の動向 最新版；オープンリソースをも使用している. 

6. 授業改善の取組み 

前年度授業評価アンケー

ト結果から担当授業にお

ける自己点検評価及び授

業改善計画等 

前年度の評価は 4.0 以上であり、特に反転授業の評価が高かった。これは

「やってみて授業計画と実際の授業担当を体験することで教えるために

は多くの配慮や知識が必要であることがよく理解できた」との振り返りの

解答が多かったことからもうかがえる。したがってこの反転授業は効果的

と考え、継続して行きたいと考える。 



7.今後の目標 

目標に対する今後の自分

の課題、解決方法、計画等 

上記の反転授業の効果と学生側の評価は極めて良好であるが、全体の講義

の終結部に実施するため、学生の講義全体の意欲にはつながっていない。

このため、例えばより導入部から疫学に関わる動画や今日のトピックに関

わる内容をより提示し学習意欲とその効果を高める工夫が目標となる。 

 

 



HBG 版 ティーチングポートフォリオ（R５ 改定版） 

1.基本情報 

名前 那須 敏子 

学部 

学科 

看護学部 

看護学科 

職名 講師 

在籍年数 1 年 

教育年数 1 年 

専門領域 基礎看護学 

2.教育の活動 

最近 3 年間の担当科目 

科目名／開講期／受講者数／備考 

フレッシュマンセミナー/1 年次前期開講/78 名/必修科目 

援助方法論Ⅰ/1 年次前期開講/78 名/必修科目 

援助法論Ⅱ・Ⅲ/1 年次後期開講/71 名/必修科目 

看護研究セミナーⅠ/3 年次後期開講/必修科目/3 名 

看護研究セミナーⅡ/4 年次前期開講/必修科目/2 名 

看護統合セミナーⅣ/4 年次前・後期開講/必修科目 

3.教育の理念・目的、方法 

なぜ行っているのか（自ら

の信念、価値観、目指すも

の等）、教員としての目

標、学生に求めること（期

待）等 

共通する方法や方針、独自

の工夫等 

看護学部の 1 年生は、看護について学び始めるだけでなく、一人暮らしを

始めるなど、大学生活そのものに慣れるところから始まる。 

学習に苦手意識を感じている学生も多い。そこで、学習内容が複雑になら

ないように、基礎看護学で習得したい援助技術に関する知識を焦点化し、

援助技術と知識を関連させて学修できるように講義する。 

将来対人援助の実践者となるためには、自分で考えて行動することが求め

られる。1 年生のうちから、与えられるだけでなく自ら考える必要がある。

単元によっては、グループで意見交換しながら学生自身の援助を振り返る

機会をもつなど工夫したことは、学びを深められたと評価を得た。 

4.教育改善と成果 

学内外での教育活動、委員

会活動、FD 活動で行って

きた改善及びその成果 

基礎看護学領域の担当者会議の中で授業資料を共有し、検討・改善を図る。 

授業評価を参考にして授業内容・方法を改善する。 

1 年生の学修困難者を対象に学習会を開催し、参加者はわかることが増え

自信がつき、自分なりの学修方法を見つけることができた。しかし少数で

あったため、学生参画と連携し学生主体の学修方法の獲得等の支援を行っ

ていく。 

5.教育実践(資料等) 

シラバス、テキスト、配付

物、小テスト、web の活

用（C-Learning を含む）、

アクティブラーニング実

践報告等 

テキスト：医学書院 e テキスト（電子テキスト）、授業資料を作成・配布 

した。 

技術演習後の振り返り用紙は領域で統一し、看護師役患者役両者を体験し

気づいたことを整理してもらった。 

単元によっては、動画を作成するなど工夫した。 

1 年生の国家試験対策では、人体構造機能学の復習を中心とした学修方法

を提案し学生自身で理解する方法を見つけ自己学修に取り組めた。 



6. 授業改善の取組み 

前年度授業評価アンケー

ト結果から担当授業にお

ける自己点検評価及び授

業改善計画等 

援助方法論では、自己学習時間が 1 時間未満と少ない。 

教員によって異なる指導に戸惑いを感じていた。統一すべき説明内容につ

いては教員間の連携を図る。 

分かりやすいと言いつつも、その場限りの学修になっている技術が多い。 

基礎看護学領域における教育内容の精選を課題とする。 

7.今後の目標 

目標に対する今後の自分

の課題、解決方法、計画等 

教材研究、学生の反応をふまえての授業内容を検討する。 

学生は、生活力自体が乏しいこともあるため、援助技術演習では準備から

後片付けまでの一連を行う。 

アクティブラーニングの機会を作り、学生の思考を刺激する。 

学生が主体的に学修するような教育活動を検討する。 

 



HBG 版 ティーチングポートフォリオ（R5 改定版） 

1.基本情報 

名前 鍋島 和貴 

学部 

学科 

看護学部 

看護学科 

職名  助教 

在籍年数 11 ヶ月 

教育年数 0 年 

専門領域 小児看護学 

2.教育の活動 

最近 3年間の担当科目 

科目名／開講期／受講者数／備考 

2024 年度 

小児看護学実習／3年次前期／37 名／後期／31 名／必修科目 

小児看護援助論Ⅱ／必修科目 

看護研究セミナーⅠ／3年次後期／2名／必修科目 

基礎看護学実習Ⅰ／１年次後期／5名／必修科目 

基礎看護学実習Ⅱ／2年次前期／5名／必修科目 

3.教育の理念・目的、方

法 
なぜ行っているのか（自

らの信念、価値観、目指

すもの等）、教員として

の目標、学生に求めるこ

と（期待）等 

共通する方法や方針、独

自の工夫等 

学校の理念である「究理実践」の精神に基づき、子どもと家族を

中心とした看護実践能力を育成することを目的とした。成長発達

や疾病の特性を科学的に探究し、その知見をもとに倫理的配慮を

重視した実践を行う力を養っていきます。講義・演習・シミュレ

ーション・臨地実習を組み合わせ、実践力を高めるとともに、家

族支援や多職種連携の視点も培います。科学的根拠に基づき主体

的に学び続ける姿勢を育むことを重視します。 

4.教育改善と成果 
学内外での教育活動、委

員会活動、FD 活動で行っ

てきた改善及びその成果 

教育の質向上を目的とした研修会や委員会での意見交換の場に参

与しました。初年度ということもあり、活動の全体像を把握しな

がらの参画となりました。教育課程委員、広報委員、実習室整備

委員会、３年生チューター 

5.教育実践(資料等) 
シラバス、配付物、小テス

ト 、 web の 活 用 （ C-

Learning を含む）、アクテ

ィブラーニング実践報告等 

医学書院の eテキスト 小児看護学概論 

配布資料 

ポートフォリオ 

 

6.授業改善の取組み 

前年度授業評価アンケー

ト結果から担当授業にお

ける自己点検評価及び授

業改善計画等 

これまで実習指導を担当し、学生が子どもと家族を中心とした看

護を実践する過程を支援してきました。今後の授業担当に向けて

は、実習での学生の学びや課題を授業に活かせるよう、臨床現場

の事例を取り入れたシミュレーションや事例検討を行い、理論と

実践の結びつきを強める授業づくりを目指します。科学的根拠に

基づいた実践力の向上を図る授業改善に努めたいと考えていま

す。 

7.今後の目標 

目標に対する今後の自分

の課題、解決方法、計画

等 

実習指導や教育の質の向上に貢献する重要性を実感した。活動の

内容把握が中心であったが、今後は積極的に提案や改善に関わ

り、より効果的な学びの場を提供できるよう努めたい。学生が主

体的に学び、実践力を高められるICTを活用した教育法の工夫をし

たいと考えています。 

 



HBG 版 ティーチングポートフォリオ（R7 改定版） 

1.基本情報 

名前 二島 良輔 

学部 

学科 

看護学部 

看護学科 

職名 助教 

在籍年数 2 年 

教育年数 2 年 

専門領域 基礎看護学 

2.教育の活動 

最近 3 年間の担当科目 

科目名／開講期／受講者数／備考 

援助方法論Ⅰ／1 年次前期／80 名前後／必修科目 

基礎看護学実習Ⅱ／2 年次前期／80 名／必修科目 

援助方法論Ⅱ／1 年次後期／80 名前後／必修科目 

援助方法論Ⅲ／1 年次後期／80 名前後／必修科目 

地域生活と文化／１年次後期／20 名前後／選択科目 

看護研究セミナーⅠ／3 年次後期／4 名／必修科目 

看護研究セミナーⅡ／4 年次後期／2 名／必修科目 

災害看護論／4 年次後期／80 名前後／必修科目 

看護統合セミナーⅣ／4 年次後期／80 名前後／必修科目 

基礎看護学実習Ⅰ／1 年次後期／80 名／必修科目 

3.教育の理念・目的、方法 

なぜ行っているのか（自ら

の信念、価値観、目指すも

の等）、教員としての目

標、学生に求めること（期

待）等 

共通する方法や方針、独自

の工夫等 

本授業では、看護の基礎知識・技術の習得、主体的な学習環境の整備、

患者・家族・医療チームとの円滑なコミュニケーションのための能力・倫

理観・幅広い視点の育成を目的とする。教育方法は、つながりのある講義・

演習、小グループディスカッション・プレゼンテーション、課題による振

り返りを行う。看護師は患者さんに寄り添い全人的ケアを考え、提供でき

るようにするため、学生の個性と能力を引き出しながら育成し、質の高い

教育と安心して学べる環境を提供する。学生には、主体的な学び、向上心、

コミュニケーション能力などを身につける事を期待する。 

4.教育改善と成果 

学内外での教育活動、委員

会活動、FD 活動で行って

きた改善及びその成果 

授業評価や他教員の講義内容やピアレビューを参考に授業内容を見直し、

改善していく。 

学内では、広報委員、実習委員、実習室整備委員、FD 委員として活動し

学生の教育環境や内容の向上に努めている。 

学外では、日本脳神経看護学会の世話人として脳神経領域の教育セミナー

等の教育活動を行っている。 

5.教育実践(資料等) 

シラバス、テキスト、配付

物、小テスト、web の活

用（C-Learning を含む）、

Web シラバス：援助方法論Ⅰ 

テキスト：系統看護学講座 基礎看護技術Ⅰ・Ⅱ、災害看護 

毎回資料・パワーポイント、デジタルテキスト等を活用しての講義展開 

ICT を活用した技術演習の展開、国家試験過去問題の活用 



アクティブラーニング実

践報告等 

6. 授業改善の取組み 

前年度授業評価アンケー

ト結果から担当授業にお

ける自己点検評価及び授

業改善計画等 

技術演習にむけ必要な知識を講義で教授した。内容は専門性だけでな

く、学生が興味関心を持てるよう資料内容に工夫を加えた。また実習で行

う可能性のある項目であり、対人援助の注意点や双方の羞恥心への配慮な

ど教科書以外の内容も加えた。技術演習では、講義での注意点を理解して

自己効力感につながる学びができていたように感じる。講義の段階でレク

リエーションをするなども今後検討していきたい。講義終了後の小テスト

では正答率も高かったが、期末試験での正答率は高くなく重要なポイント

を絞り、強調して教授するなどが課題である。 

 小テスト以外に看護技術に対する課題を作成。学生自身が技術と根拠を

理解できるように促した。講義から演習に移るまでに課題を提示し、自然

と自己学習ができるように改善していく。さらに、演習内で課題を元にフ

ィードバックできるように計画する。 

7.今後の目標 

目標に対する今後の自分

の課題、解決方法、計画等 

今後の目標として、集団教育において授業の質を担保し、学習に差のな

い教授内容や方法とする。課題は学生の理解度を深めるための解決方法の

検討であり、解決方法として多様な教授法の導入、学習支援体制の強化、

教材の改善を計画する。 

 



HBG 版 ティーチングポートフォリオ（R5 改定版） 

1.基本情報 

名前 波多江 崇 

学部 

学科 

看護学部 

看護学科 

職名  教授 

在籍年数 6 ヶ月 

教育年数 22 年 

専門領域 臨床薬学 

2.教育の活動 

最近 3 年間の担当科目 

科目名／開講期／受講者数／備考 

＜2024 年度＞ 

化学の基礎／1年次前期／17 名／選択科目（非常勤） 

人体構造機能学Ⅱ／1年次前期／108 名／必修科目（非常勤） 

人体構造機能学Ⅳ／1年次後期／78 名／必修科目 

3.教育の理念・目的、方法 

なぜ行っているのか（自ら

の信念、価値観、目指すも

の等）、教員としての目

標、学生に求めること（期

待）等 

共通する方法や方針、独自

の工夫等 

公益社団法人日本看護協会が作成した「看護職の倫理綱領」の 1 つに、

「看護職は、常に、個人の責任として継続学習による能力の開発・維

持・向上に努める。」とあり、4 年間の学生生活の中で、卒業後、生涯を

通じて自己研鑽を継続できる能力を身に付ける必要がある。入学直後の

1 年次前期の開講科目は、科目の内容だけではなく、自発的に授業外で

の継続的な自己学習を身に付けるための科目と考えている。 

初回講義では科目に関連する高校までで学習する内容、2 回目講義以降

は前回の講義内容に関する小テストを授業開始時に実施することで、復

習の動機付けを行っている。また、小テストには「自由記述欄」を設

け、授業内容で理解が難しかった部分や科目内容だけでなく、学習や学

生生活全般に関する質問・相談を書くことができるようにし、すべての

内容にコメントを付して返却することで、充実した学生生活となるよう

にサポートを行っている。 

4.教育改善と成果 

学内外での教育活動、委員

会活動、FD 活動で行って

きた改善及びその成果 

授業評価を参考にして授業内容・方法を改善している。学内外の FD 活

動に積極的に参加している。カリキュラム開発と見直しを担当した等。 

成果例：学内外の表彰、学生の授業評満足度調査、授業評価アンケー

ト、授業時提出物（記述課題内容等）、同僚評価等 

5.教育実践(資料等) 

シラバス、テキスト、配付

物、小テスト、web の活

用（C-Learning を含む）、

アクティブラーニング実

践報告等 

シラバス、テキスト：系統看護学講座 人体の構造と機能１「解剖生理

学」（e-テキスト）（医学書院）、毎回の配布資料作成、毎回の紙媒体での

小テストの実施、小テストを google form のテスト形式で作成し、URL

の QR コードを作成し、C-Learning で配信。小テストの google form

への学生のアクセス回数や正解率を把握して、学生個々にフィードバ

ックしている。 

6. 授業改善の取組み 化学が苦手な学生が多いにもかかわらず、「化学の基礎」の履修者数が 1



前年度授業評価アンケー

ト結果から担当授業にお

ける自己点検評価及び授

業改善計画等 

桁と非常に少なかった。次年度は、1 年チューターと連携し、履修者を増

やしたい。 

「人体構造機能学Ⅱ」および「人体構造機能学Ⅳ」は、8 割以上の学生が

S または A 判定で合格したが、出席不良者の中に単位未認定の学生が発生

した。授業時間の最初に成績に関係しない小テストを実施していたが、成

績に関係しないと復習をしない学生が多いことも判明した。そこで、次年

度は、小テストにも成績評価に加味することで欠席者を減らし、復習する

学生を増やしたい。 

7.今後の目標 

目標に対する今後の自分

の課題、解決方法、計画等 

看護学部の学生は「化学」に対して苦手意識が強く、そのため選択科目

である「化学の基礎」は履修者が非常に少ない。しかし、「化学」の中で

も、化学計算（濃度計算）は臨床現場での看護師業務に直結することか

ら、シラバス等を工夫し、履修者を増やす。 

 



HBG 版 ティーチングポートフォリオ（R5 改定版） 

1.基本情報 

名前 深井 美穂 

学部 

学科 

看護学部 

看護学科 

職名 助手 

在籍年数 ７か月 

教育年数 ７か月 

専門領域 領域なし 

2.教育の活動 

最近 3 年間の担当科目 

科目名／開講期／受講者数／備考 

援助方法論Ⅱ、Ⅲ／１年次後期／学内演習指導 

基礎看護学実習Ⅰ／１年次後期／5名／臨地実習指導 

成人看護援助論Ⅲ／2 年次後期／学内演習指導 

高齢者援助論Ⅱ／2年次後期／学内実習指導 

高齢者看護学実習Ⅱ／３年次後期／3名／臨地実習指導 

3.教育の理念・目的、方法 

なぜ行っているのか（自ら

の信念、価値観、目指すもの

等）、教員としての目標、学

生に求めること（期待）等 

共通する方法や方針、独自

の工夫等 

1 年次は、看護の初学者であり、基本的態度もまだ身についていない状況

である。看護専門職者として専門的知識・実践力、問題解決能力・思考力

を身に付けていくことは、看護学科のディプロマ・ポリシーの一つである。 

援助方法論Ⅱ．Ⅲは講義と演習で構成されている科目である。さらに、実

習へとつながっていく重要な科目である。講義で、看護の実践に必要とさ

れる日常生活援助技術の知識・方法を学び、演習での体験を通して実習へ

つなげていけるよう知識の定着を図る必要がある。演習では、こちらから

全てを伝えるのではなく、何故なのかと学生が考えられるように、技術習

得のみとならないように、演習指導を行っていく。また、一つ一つ講義資

料・テキストを用いて技術と知識が結び付くように心がける。 

臨地実習では、学内で学んだことを実際に見ることで、患者中心の看護と

は何か、安全・安楽・自立と個別性に配慮した日常生活援助技術とはどう

いうことかなど考えられるように、学内演習と結び付け、知識修得が図れ

るように支援・指導を行っていく。 

4.教育改善と成果 

学内外での教育活動、委員

会活動、FD 活動で行ってき

た改善及びその成果 

演習では、授業者の意図することを確認して演習に臨んだ。不明なことは

都度確認を行いながら演習を進めていった。技術習得のみとならないよう

に、知識と結びつくように、講義資料・テキストを学生に提示し、根拠を

考えられるように行った。 

臨地実習は、実習目的を学生が達成できるように支援し、助言を行いなが

ら指導を行っていった。患者中心の看護とは何か、安全・安楽・自立と個

別性に配慮した日常生活援助技術とはどういうことかなど考えられるよ

うに、学内演習と結び付け、知識修得が図れるように支援・指導を行って

いった。 



演習、臨地実習ともに、学生の考えを聞き、共に考えて進めるように指導

を行っていった。 

臨地実習では、単位未修得者をだすことがなく終えた。 

5.教育実践(資料等) 

シラバス、テキスト、配付物、小テスト、

web の活用（C-Learning を含む）、アク

ティブラーニング実践報告等 

Web:シラバス 

テキスト:系統看護学講座 基礎看護学実習Ⅰ（医学書院） 

    系統看護学講座 基礎看護学実習Ⅱ（医学書院） 

学内演習時資料及びテキスト 

6. 授業改善の取組み 

前年度授業評価アンケート結果から担当授業

における自己点検評価及び授業改善計画等 

学内演習で、こちらから学生へ声かけを行うことが多くみられた。学生が

主体的に取り組むことができるように、発問しながら学生の考えを引き出

し、技術のみの修得とならないように、講義と技術を結びつけられるよう

に取り組んでいく。 

7.今後の目標 

目標に対する今後の自分

の課題、解決方法、計画等 

演 習：演習前打ち合わせで、講義者の意図を確認していく。 

不明なことは、必ず確認を行う。自己判断で進めない。 

また、テキスト・講義内容・講義資料を事前に確認し演習に臨む。 

演習時、こちらから全てを伝えるのではなく、講義資料・テキス

トを用いて技術と知識が結び付くように一つ一つ確認しながら

演習を進めていく。また、技術習得のみとならないように、何故

なのかと学生が考えられるように、発問しながら演習指導を行っ

ていく。 

臨地実習：それぞれの実習の目的・内容を読み解き、単位未修得者がない

よう支援、指導をしていく。 

学生の考え・思いを確認しながら共に考え、看護専門職者とし

て専門的知識・実践力、問題解決能力・思考力を身に付けてる

ために、積み重ねられるように支援・指導を行っていく。 

 



HBG 版 ティーチングポートフォリオ（R5 改定版） 

1.基本情報 

名前 藤尾 順子 

学部 

学科 

看護学部 

看護学科 

職名  准教授 

在籍年数 10 年 

教育年数 10 年 

専門領域 小児看護学 

2.教育の活動 

最近 3 年間の担当科目 

科目名／開講期／受講者数／備考 

・小児看護援助論Ⅰ／2 年次後期／110～87 名／必修科目 

・小児看護援助論Ⅱ／2 年次後期／110～87 名／必修科目 

・小児看護学概論／2 年次前期／77～86 名／必修科目 

・看護研究セミナーⅠ／3 年次後期／2 名～4 名／必修科目 

・看護研究セミナーⅡ／4 年次前期・後期／3～4 名／必修科目 

・小児看護学実習 3 年次前期・後期／89～71 名／必修科目 

・公衆衛生看護活動展開論Ⅰ／3 年次後期／25 名／選択・必修科目 

・地域生活と文化／1 年次後期／18～26 名／選択科目 

・看護統合セミナーⅣ／4 年次前期・後期／82 名／必修科目 

・基礎看護学実習Ⅰ／2 年次前期／6 名／必修科目 

・基礎看護学実習Ⅱ／2 年次後期／6 名／必修科目 

3.教育の理念・目的、方法 

なぜ行っているのか（自ら

の信念、価値観、目指すも

の等）、教員としての目

標、学生に求めること（期

待）等 

共通する方法や方針、独自

の工夫等 

【自らの信念・価値観】 

想像力と創造力を磨き、豊かな人間性（人を思いやる心）を持ち、自分

と人を同じように大切にする。他者視点を持つ。笑顔を忘れない。 

想像力は、会話や行動から相手が意図することを読み取ったり、相手の

理解を深めるために重要である。また、創造力があれば、与えられた指示

通りに動くだけでなく、自分で問題意識を持って試行錯誤しながらより良

い看護を考え実践することができる。加えて他者視点を持ち、自分とは異

なる目の前の相手を理解しようと努力をする。尊厳の気持ちを持って相手

と関わることを目指している。  

【教員としての目標】 

1 豊かな人間性（人を思いやる心）を持って看護を行うために、基本と

なる知識・技術を理解できるように教授する。 

2 多くの看護の事例を示し、想像力と創造力を持ち学生自ら看護を考え

ることができる。 

3 毎回授業の目標を可視化して学生に伝え、学生が目標に向かって学習

することができる。 

4 学生が主体的に学べるように授業の工夫をする。 



5 安心して授業を受けることができるよう環境を考える。 

6 学生と一緒に教員も楽しむことができる授業計画の作成。 

7 将来社会人としてまた医療に従事する者として倫理観を持つことがで

きる。気持ちよく挨拶ができる。 

8 常に新しい知識、知見を持って学生に教授する。 

4.教育改善と成果 

学内外での教育活動、委員

会活動、FD 活動で行って

きた改善及びその成果 

【学内教育活動】 

◆小児看護学概論／2 年次前期／77～86 名／必修科目 

小児看護学の基本である小児の成長・発達を学び、健康増進のための小

児・家族の看護について理解し小児看護観を構築することを目標にしてい

る。 

数名の教員がオムニバスで講義・演習を行っている。講義の中に、グル

ープ学習、子どもとのふれあい体験、目標である小児看護の理念や基本概

念の理解・小児の成長発達・小児看護の特性とその関連理論・子どもの障

害と疾病について小児と家族に対する看護援助の基本について理解でき

た成果があった。 

◆小児看護援助論Ⅰ／2 年次後期／100～87 名／必修科目 

小児看護学 概論、疾病治療論（小児疾病）の知識をもとに健康障害の

ある小児・家族の看護について理解し看護専門職者として必要な専門知

識・技術・実践力 を身につけることを目標にしている。 

小児看護学概論と同様に３名の教員がオムニバスで講義を中心に演習

を取り入れ、また、虐待の講演参加も盛り込み、健康障害のある小児・家

族の看護の基本の理解につなげている 

◆小児看護援助論Ⅱ／2 年次後期／100～87 名／必修科目 

小児の形態的・機能的特徴をふまえて生活援助技術および検査・処置技

術を根拠とともに理解する。また、グループによる技術のプレゼンテーシ

ョンを通してコミュニケーション・スキル、問題解決能力、自己成長力を

身につけるため、演習を中心に行っている。 

モデル人形では小児の反応が理解しにくい部分であるが、DVD・動画の

活用し、また、演習時に教員が子どもになって気持ちを伝えることによっ

て、小児看護に必要な看護技術の基本について理解できていると考える。  

講義の始めには人体、特に子どもの人体の特徴を復習し、演習する看護

との繋がりをおさえた。人体の基本を意識することによって、成人とは異

なる留意点、注意点を学生自身が考えることができていた。 

◆小児看護学実習 3 年次前期・後期／71～89 名／必修科目 

医療施設と保育所・保育園で施設実習の指導を行った。学生と一緒に子ど

もに関わり指導することによって、学生は小児期の対象を理解し、健康な

児の保育と、健康を障害された児と保護者を含めた援助について知識と実



践を結び付けて考えることができた。 

◆看護統合セミナーⅢ／3 年次前期・後期／80 名／必修科目 

小児看護領域のおける基本的知識の習得と学習方法の体得に有効であっ

た。 

◆看護研究セミナーⅠ／3 年次後期／5 名／必修科目 

学生に卒業研究に関する内容を理解させる教育効果があった。 

◆看護研究セミナーⅡ／4 年次前期・後期／5 名／必修科目 

 最終学年としてこれまで学んできたことを学生が主体的に研究として

まとめることができるよう指導た。 

◆地域生活と文化／１年次後期／26 名／選択科目 

 開講 2 年目の科目。グループで学ぶこと、研究の目的・意義等の理解並

びにプロジェクトの一連の活動に関して理解できる教育効果があった。 

◆基礎看護学実習Ⅱ／2 年次前期／6 名／必修科目 

基礎看護学実習Ⅰの理解をふまえて医療の場における根拠に基づいた看

護プロセスを展開し，応用看護 学実習へと発展させるとともに、看護師

としての臨床実践経験のある実習指導者からの指導により、個別的な援助

技術の実践について学ぶ。 

令和 6 年度 6 名の学生に県立広島総合病院において実習指導を行った。 

学生は 1 人の患者を受持って、看護過程の展開の一連のプロセスを、実践

と結びついた形で理解させる教育効果があった。 

◆公衆衛生看護活動展開論Ⅰ／3 年次前期／26 名／必修科目 

乳幼児期の健康課題と保健師の支援について 1 歳 6 か月の特徴と健診を

中心に理解 

【チューター】 

4 年生チューター 令和 4 年度（22 名） 

2 年生チューター 令和 5 年度（10 名）チューター主任 

4 年生チューター 令和 6 年度（ 

チューターの学生に限らず出来る限り教員から学生に声をかけ、挨拶をし

ている。教員はいつも学生のことを気にかけていることを伝える。チュー

ター主任として他のチューターの教員と連携をして、学生状況の把握、指

導を行った。チューター間で十分にコミュニケーションを取ることが、学

生へ細やかな指導ができることを痛感した。 

【ボランティアサークル顧問として】 

 これまでコロナ禍において活動がほとんど行えなかったが、8 名の学生

が新たに入り、活動ができ始めた。医療従事者を目指す学生にとって、ボ

ランティアとして様々な活動に参加することは、豊かな人間性を育む機会

となる。学生が積極的にボランティア活動に参加できるように情報提供と



環境を整えていきたい。 

【委員会活動】 

実習委員会 

学生部 就職支援委員会 

    入試委員会     

【入学支援センター広報活動】 

◆オープンキャンパス業務：母子体験ブースではモデル人形を使用して、

実際の演習で行うことを簡単に説明し一部体験してもらった。高校生は大

学でどのような授業を行っているかがわかり、またさらに看護師になろう

という意欲を持てた高校生もいた。 

◆高校訪問（模擬授業） 

 ・呉港高等学校  

 ・津和野高等学校（1 年生・2 年生） 

 看護師に少しでも興味を持ってもらうことを目的に、模擬授業を行っ

た。乳児・幼児のモデル人形を使用したが、とても反応が良かった。 

【高校生に向けて授業】 

◆呉市立呉高等学校 ３年生 基礎看護受講生徒に向けて「子どもの観

察」の授業を行い、授業を通じて看護師の魅力を伝えた。 

【地域活動】 

◆令和 3 年度 呉市・広島文化学園大学 子育て支援研修会 講師 

◆令和 4 年度 呉市・広島文化学園大学 子育て支援研修会 講師 

◆令和 5 年度呉市・広島文化学園大学 子育て支援研修会 講師 

参加者（保育士、保育教諭、教諭、園長、主任）、を対象に「小児保健・小

児救急」及び「コミュニケーションと遊び」についての講義と演習をおこ

なった。 

◆令和 3 年度 潜在保育士就職支援セミナー 講師 

◆令和 4 年度 潜在保育士就職支援セミナー 講師 

◆令和 5 年度 潜在保育士就職支援セミナー 講師 

呉市保育所就職に必要な知識・技術等に関する研修セミナーで、 

保育士としての就職を支援する目的で、小児保健・小児救急について講義

と演習をおこなった。 

◆オレンジリボン啓発イベント第 8 回市民公開講座 

｢防ごう子ども虐待、地域で支えよう親と子｣ 担当者：子ども虐待防止と

通告(通報)の正しい知識を得るとともに、地域で支える人がいることを理

解する事を目的に 2 年次生に対して、事前学習、シンポジウムの環境整

備、事後課題の提示と確認業務を遂行した。 

◆呉市ファミリーサポート養成講座（年 2 回）講師 



 「知っておきたい子どものお世話」をテーマに行っている。 

◆学内外の FD 活動に積極的に参加している。 

【学会発表】 

1 「小児看護過程演習における模擬電子カルテ・シミュレーター導

入の効果」日本看護研究学会第 49 回学術集会(web 開催) 

小児看護過程の演習に模擬電子カルテ（以下電子カルテ）・シミュレータ

ーを導入した効果の検証を目的とした。小児看護過程演習に電子カルテと

シミュレーターを活用した結果、対象者のイメージ化を促す事が容易とな

った。また、演習を少人数グループとした事で、シミュレーターの利点、

体感型学習を経験しやすくすることができた。一方、電子カルテの設定や

説明、観察のサポート、観察後のディスカッションなど教員の準備や支援

が重要である。 

5.教育実践(資料等) 

シラバス、テキスト、配付

物、小テスト、web の活

用（C-Learning を含む）、

アクティブラーニング実

践報告等 

テキスト： 

小児看護学①小児看護学概論小児保健（医学書院） 

小児看護学②健康障害をもつ小児の看護（医学書院） 

パーフェクト臨床実習ガイド第 2 版小児看護学（照林社） 

毎回テキスト・配布資料・PowerPoint 資料等を活用しての講義展開 

C-Learning（小テスト・協働版・レポート）・チームス・zoom 等の web

を活用 

毎回の講義にアクティブラーニング技法を取り入れ、 

ポートフォリオ作成と発表会の実施。 

6. 授業改善の取組み 

前年度授業評価アンケー

ト結果から担当授業にお

ける自己点検評価及び授

業改善計画等 

◆小児看護学概論 

授業評価：4.45  

「とても分かりやすい授業でした。」「小児を学ぶことで、小児看護の自

分の考えを持つことができ、小児や家族一人一人にあった看護が必要とな

ることを学んだ。」など小児看護の基本が学べていた。しかし、「一回一回

の授業の中でスピードが早かった」とのコメントがあった。授業の途中で、

学生に理解できているかの確認を行っていきたい。 

◆小児看護援助論Ⅰ 

 授業評価：4.38 

 「学びラベルを使うことで、授業ごとに何を学べたが残せるので良いと

おもった」「小児に起こりやすい疾患は沢山あって子供が辛い思いをして

いる中で安全安楽に援助をしていきたいと思った」「どの先生も優しい話

し方で穏やかな気持ちで受けれました」学生が安心して授業を受ける環境

づくりを今後もおこなっていく。 

◆小児看護援助論Ⅱ 

 授業評価：4.46 



「演習を交えながらだったため、イメージがしやすく分かりやすかったで

す」「実習のときに臨床で看護を行う光景のイメージがしやすく楽しい授

業でした」「実際に演習して実施できました。子供人形モデルを使って自

分の理解度でどこまで実施できるかをグループで話し合いながらできま

した」 

◆公衆衛生看護活動展開論Ⅰ 

授業評価：4.56 

1 コマの授業を担当した。 

 学生のコメントとして「各発達段階の健康レベルの方をどのように支援

していけばよいのか学ぶことができた」とあり、授業内容・方法を引き続

き行う。 

◆地域生活と文化 

 授業評価：4.36 

 「発表してグループごとに色々調べた内容を共有することができてとて

もいい講義だった」「色んな人が色んな視点から呉のことを調べていてと

ても面白かった」といった好評が多かったが、「グループワークばっかり

でしんどい部分があります」といった学生からの評価があった。 

フィールドワークの部分を多くして、学生学生一人一人が考え、まとめる

時間が必要だったのかもしれない。8 コマという短い期間の中でまとめる

のは難しく、授業の組み立てを再考したい。 

7.今後の目標 

目標に対する今後の自分

の課題、解決方法、計画等 

今後の目標 

目標に対する今後の自分の課題、解決方法、計画等  

【教員としての目標に対する今後の自分の課題解決方法、計画等】 

1「豊かな人間性を持って看護を行うために、基本となる知識・技術を理

解できるように教授する」 

 そのために、一人一人の学生の思いや個性を大事にし、学生をいとおし

む気持ちを持って学生に教授することを第一に行いたい。学生のできない

ところばかり指摘するのではなく、出来ているところをしっかり学生に伝

えることが学生の学習意欲につながり、ひいては知識・技術の理解つなが

ることになる。先ずは授業時間ではもちろん授業以外でも学生と対話をす

る時間を持ち、できているところを学生に伝え、出来ていないところはど

うやったらできるようになるかを学生と一緒に考えていきたい。 

2「多くの看護の事例を示し、想像力と創造力を持ち学生自ら看護を考え

ることができる」 

 その１つの方法として、現場で働く看護師や医療従事者を授業に招き、

学生は様々な人の看護観や医療に対する思い聞き、医療・看護に携わる素

晴らしさを感じて欲しい。そして、教員は学生同士が自分の看護観や学生



自身の思いを語り合える場を作っていきたい。それは低学年それも入学

後、早い時期にその機会を作ることが大切であると考える。 

3「授業の目標を可視化して学生に伝え、学生が目標に向かって学習する

ことができる」 

 これまでも行ってきたが、授業の資料に目標を書き入れ、学生とともに

確認し、学生が意識して学習できるように指導する。 

4「学生が主体的に学べるように授業の工夫をする」 

主体的に学習する習慣があまりない学生が多い。低学年のうちに学生自

ら自分に合った学習方法が見つけられるよう、具体的な学習方法を授業の

中で提示し、授業中何度も投げかけながら、学生が意識して学習できるよ

うにしていきたい。また、自分自身が教育方法をもっと学んでいく。 

5「安心して学生生活を送ることができるよう環境を考える」 

学生を理解しようという気持ちを持ち学生が安心して授業を始め学生

生活を送れるよう支援をしていきたい。また、教員間でもお互いを理解し

ようとする意識を持つことが大切だと考えている。教員間の理解がひいて

は学生が安心して学習できることにつながる。 

6「学生と一緒に教員も楽しむことができる授業計画の作成」 

 学生が楽しいと思える授業はどんな授業かを学生目線で再度考えてみ

たい。学生は演習になると楽しそうに授業に参加している。座学において

ももっと演習の要素を取り入れて授業を組み立ててみる。 

7「将来社会人としてまた医療に従事する者として倫理観を持つ   

ことができる。気持ちよく挨拶ができる」 

自らが手本になるように、学生に声をかけていく。 

8「常に新しい知識、知見を持って学生に関わる」 

 研究テーマである「子育て支援と看護」について研究を進め、学生にも

還元していきたいと考える。 

新知識を学ぶ努力をしまた、自らの看護観・教育観を育てるために、教

員や様々な人と対話をして、自分の視野を広げて学生に関わっていきた

い。 

 



HBG 版 ティーチングポートフォリオ（R5 改定版） 

1.基本情報 

名前 藤本 和恵 

学部 

学科 

看護学部 

看護学科 

職名 准教授 

在籍年数 9 年 

教育年数 14 年 

専門領域 成人看護学 

2.教育の活動 

最近 3 年間の担当科目 

科目名／開講期／受講者数／備考 

成人看護援助論Ⅰ/2 年次前期/110 名/必修科目 

成人看護学実習Ⅰ/3 年次後期/110 名/必修科目 

成人看護学実習Ⅱ/3 年次後期/110 名/必修科目 

成人看護学実習Ⅲ/4 年次前期/110 名/必修科目 

成人看護援助論Ⅳ/4 年次後期/救急看護強化コース/選択科目 

成人看護技術演習Ⅰ/4 年次後期/救急看護強化コース/選択科目 

成人看護技術演習Ⅱ/4 年次後期/救急看護強化コース/選択科目 

救急看護実習Ⅰ/４年次後期/救急看護強化コース/選択科目 

救急看護実習Ⅱ/４年次後期/救急看護強化コース/選択科目 

看護統合セミナーⅣ/4 年次/110 名/必修科目 

看護研究セミナーⅠ/3 年次後期/3～5 名/必修科目 

看護研究セミナーⅡ/４年次/3～5 名/必修科目 

3.教育の理念・目的、方法 

なぜ行っているのか（自ら

の信念、価値観、目指すも

の等）、教員としての目

標、学生に求めること（期

待）等 

共通する方法や方針、独自

の工夫等 

将来、看護専門職者として、成人看護学の視点から対象者に必要なアセス

メントして判断できる基礎的な知識と、基本的な看護技術を身につける看

護の基礎づくりの科目である。看護に必要な問題解決能力の修得として、

情報収集・情報の分析・看護問題の明確化・看護計画立案・実施・評価と

いう看護過程を中心に実習指導を行っている。また、救急看護強化コース

は、卒業後に救急看護領域で看護師として働いてみたい、と興味のある学

生を対象としている。救急領域での看護は、特別な資格を必要としないが、

救急患者や重症患者を看る看護師として冷静な判断と対応力、医療機器の

知識が必要であると考える。学生が卒業後すぐに救急領域へ配属になった

時、救命救急の現場で戸惑わないように、また、何もできないという無力

感を感じることがないように、救急看護の初歩的な内容を教授している。

講義や演習は、双方向となるようにアクティブラーニングの手法を積極的

に活用し、授業展開に反映している。 

4.教育改善と成果 

学内外での教育活動、委員

会活動、FD 活動で行って

講義、演習科目ごとに授業終了時に学生による授業評価を実施している。

また、授業中の学生の反応を見ながら授業内容や演習方法を適宜調整して

いる。授業評価の自由記述では、国家試験勉強に結び付けながら授業に取



きた改善及びその成果 り組めて自分の成長につながる授業だった。プラスで知識が増えたのでコ

ースを選択してよかった。楽しかった。という肯定的な意見があった。 

成果：学生による授業評価アンケート、救急看護実習Ⅱにおいて実習の学

びをピアレビューし、教員の発問にて学生の学びを引き出せた。 

5.教育実践(資料等) 

シラバス、テキスト、配付

物、小テスト、web の活

用（C-Learning を含む）、

アクティブラーニング実

践報告等 

シラバス科目コード：o3103,o3104,o2105,o2106,o2107, 

o2191,o2192,o2193,o2194 

テキスト：臨床外科看護総論・臨床外科看護各論 医学書院、  

救急看護学・クリティカルケア看護学 医学書院 

資料は、作成した ppt や YouTube 動画などを活用した講義展開 

C-Learning：教材倉庫、小テスト、アンケート 

グループディスカッション、LTD、ピア・インストラクション、ケースメ

ソッド、プレゼンテーション、グループワーク、ICT 活用 

6. 授業改善の取組み 

前年度授業評価アンケー

ト結果から担当授業にお

ける自己点検評価及び授

業改善計画等 

 

看護師国家試験対策として、成人看護領域の得点向上のための講義内容や

構成を検討。 

学生が主体的に学びたいと思えるような授業展開のため、効果的な発問や

ファシリテーションを検討。 

7.今後の目標 

目標に対する今後の自分

の課題、解決方法、計画等 

高機能シミュレータ以外に VR や様々なシュミレータを用いたシミュレ

ーション教育の導入。 

 



HBG 版 ティーチングポートフォリオ（R5 改定版） 

1.基本情報 

名前 藤原 芳美 

学部 

学科 

看護学部 

看護学科 

職名 准教授 

在籍年数 5 年 2 か月 

教育年数 9 年 2 か月 

専門領域 公衆衛生看護学 

2.教育の活動 

最近 3 年間の担当科目 

科目名／開講期／受講者数／備考 

(★：保健師コース必修科目) 

公衆衛生看護学概論／1 年次後期 80 名／必修 

★公衆衛生看護方法論Ⅰ／2年次後期／13 名／選択 

★公衆衛生看護論方法論Ⅱ／3 年次前期／9名／選択 (夏休み集中) 

★公衆衛生看護活動展開論Ⅰ／3 年次前期／13 名／選択 

★公衆衛生看護活動展開論Ⅱ／3 年次前期／9 名／選択 (夏休み集中) 

★公衆衛生看護論／4 年次後期／20 名／選択 

★保健医療福祉行政論／3 年前期／9名／選択  (夏休み集中) 

★公衆衛生看護学実習Ⅰ・Ⅱ／4 年次前期／９名／選択 

☆看護・福祉連携活動論／４年次後期/70 名／必修 

看護研究セミナーⅠ・Ⅱ／3年後期～4年後期／6名（必修） 

看護統合セミナーⅢ（国試対策「健康と社会保障制度」担当）/3 年前期/80

名 

3.教育の理念・目的、方法 

なぜ行っているのか（自ら

の信念、価値観、目指すも

の等）、教員としての目

標、学生に求めること（期

待）等 

共通する方法や方針、独自

の工夫等 

・自からの信念・価値観：「公衆衛生」、「公衆衛生看護」の理念は看護師・

保健師・助産師の 3職種に必要なものである。テキストを用いながら学生

にわかりやすく解説するように努めている。「あらゆるライフステージ」・

「あらゆる健康レベル」の対象者の看護実践にあたり、私自身の患者体験

から「その方が努力してできること・努力してもできないこと。」を見極

めて対象者の方が心に傷を残さないような支援が看護職には求められて

いる。 

・教員としての目標と教育方針：上記の「理念」を 1年生公衆衛生看護学

概論でわかりやすい言葉を用いて教授する。（１例としては【「公衆衛生」

とは「皆が皆の命を守る」仕組みや法律を作ること、「公衆衛生看護」はそ

の目的を果たすため対象の方々に「看護」を提供すること】と説明。） 

・2年時以降の保健師コース必須科目では住民の方への健康相談、保健指

導ができる保健師職になれるよう講義の中で地域住民の方々の困りごと

に対する支援の事例を紹介する。対話のできる保健師職になることを目標

に「傾聴」「健康相談」の演習を取り入れている。 



・学生に求めること・期待：社会環境と自然環境の変化による健康の決定

的要因をアセスメントできる力が向上するよう期待する。 

・コミュニケーション力の向上を期待する。 

4.教育改善と成果 

学内外での教育活動、委員

会活動、FD 活動で行って

きた改善及びその成果 

1．学内の教育活動 

➀編入生チューター（3年次生 2名） 

②保健師コース就職相談・就職先願書の「志望動機」欄の内容の助言・指

導をおこなう。  

➂委員会活動：教育課程委員会 実習委員会 国家試験対策委員会、紀要

委員会 保健師コース長 

・４つの委員会の一員として、会議の出席、与えられた役割を遂行する。 

・保健師コース長として公衆衛生看護学実習が円滑に行えるよう指導保 

健師との連携を図る。 

・R6 年度学生卒業研究論文発表会の「看護研究論文抄録・論文集作成」担

当として印刷業者との連携を図り論文データの整理等を行い作成に寄与

できた。また、市呉高校学校長、保護者、実習施設への案内文と起案の作

成をおこなった。 

・国試対策委員会においては看護師国家試験模試の解説講座の「健康と社

会保障制度」を担当した。令和５年出題基準となっている背景を解説し動

機づけを図った。 

・保健師国家試験対策では模擬試験を 3年次に 1回、4年次に 3回行い合

格率アップのために知識と実習での学びを関連付けて考えられるような

解説を心がけた。模擬試験の回数を重ねるごとに獲得点数がアップした。 

2．学外の教育活動 

・呉市介護認定審査会審査委員 

・呉医療センター附属看護専門学校：「公衆衛生」担当 6 コマ 

・呉市ひよこ塾講師：2 回 テーマ「いきいきとしたサロン運営のヒント」 

5.教育実践(資料等) 

シラバス、テキスト、配付

物、小テスト、web の活

用（C-Learning を含む）、

アクティブラーニング実

践報告等 

・講義においてシラバスの授業目標に沿ってテキストの内容を中心にパ

ワーポイントを作成し講義を展開した。 

・テキスト 標準保健師講座１・２・３（医学書院） 

      保健医療福祉行政論 （医学書院） 

      国民衛生の動向 （厚生労働統計協会） 

・令和 5年度入学生より電子書籍となったため、講義で説明するページを

アナウンスしながら講義を進行した。 

・講義中は「質問を学生に投げかけ、学生の意見を聞く」、「グループワー

クや演習を取り入る」ことを心掛け学習参加型の講義になるよう工夫し

た。 

・今年度保健師活動の実際が理解できる DVD の購入ができた。学生は視



聴することで保健師活動のイメージを持つことができた。 

・各担当科目の講義時に国家試験問題を 5～10 問用意し国試対策への意

識付けを早期に行った。 

6. 授業改善の取組み 

前年度授業評価アンケー

ト結果から担当授業にお

ける自己点検評価及び授

業改善計画等 

・「満足度評価」は 4.1～4.5 といずれも 4.0 以上の評価であった。保健師

コース以外の学生が履修している科目の評価は学内全体評価より 0.2低い

傾向ににあった。保健師コース外の学生の学習理解度に併せて講義を進め

ると保健師国家試験に関わる講義内容が教授しづらい状況にある。 

2 年時以降の・公衆衛生看護学の科目の受講者は保健師コースの学生のみ

受講とすると講義や演習が進めやすい。 

健康相談や健康教育の演習は学生の気づきや学びを感じられ「対話」の重

要性を体感できていると評価できる。保健師には対話力が必要なことから

今後も講義内で実施する計画を増やしていきたい。 

7.今後の目標 

目標に対する今後の自分

の課題、解決方法、計画等 

・講義・実習の進め方の能力を高める。→「全国保健師教育協議会」「公衆

衛生看護学会」の研修の受講を継続する。新しい公衆衛生看護の知見を得

て学生の学習に還元する。 

・看護師・保健師国家試験対策を 1 年次生から行う →試験問題に出やす

い問題を講義内容に盛り込む。小テストを行いながら公衆衛生看護の知識

を定着させる。 

・自治体の保健師採用試験の志望者が合格できる →多くの自治体の保

健師採用試験は 6 月中旬に実施される。4 年次生の公衆衛生看護学実習の

時期と重なる。保健師コース 3 年次生より自治体の「一般教養試験」の勉

強を取り組むよう指導する。 

・自治体以外の保健師として就職希望の学生への支援の継続 →ハロー

ワークや民間の求人サイトの定期的な確認と自身の知り合いや本学卒業

生である保健師へのアプローチを図る。 

 



HBG 版 ティーチングポートフォリオ（R5 改定版） 

1.基本情報 

名前 堀井 順平 

学部 

学科 

看護学部 

看護学科 

職名 講師 

在籍年数 3 年 11 ヵ月 

教育年数 3 年 11 ヵ月 (フルタイム) 

専門領域 教育心理学，発達心理学，青年心理学，キャリア教育 

2.教育の活動 

最近 3 年間の担当科目 

科目名／開講期／受講者数／備考 

心理学概論／1 年次前期／83 名／必修科目 

人間関係論／2 年次前期／89 名／必修科目 

発達心理学／1 年次後期／81 名／必修科目 

健康心理学／2 年次後期／27 名／選択科目 

3.教育の理念・目的、方法 

なぜ行っているのか（自ら

の信念、価値観、目指すも

の等）、教員としての目

標、学生に求めること（期

待）等 

共通する方法や方針、独自

の工夫等 

心理学の面白さを学生に体感してもらうとともに，将来の学生のキャリア

形成のために広く必要とされる態度や考え方，人間理解の仕方を学んでい

ってもらうことが重要だと考える。 

定期試験も重要だが，それはあくまで通過点である。定期試験以上に心理

学に関する知識を身につけ，大学生活そして大学卒業後の生活を充実させ

てほしい。 

それとともに，他の学生も真面目に受講しているという意識を持ち，全体

での活動におけるマナーも身につけていってもらいたい。私語全面禁止，

授業に遅刻・欠席せずに参加する，レポート課題を必ず提出するなどとい

ったルールを設定している。いずれも，真面目に受講している学生に最も

利益があるような授業環境にするためである。 

4.教育改善と成果 

学内外での教育活動、委員

会活動、FD 活動で行って

きた改善及びその成果 

授業評価を参考にしながら授業内容・方法を改善している。特に，自由記

述欄では，学生の本音が垣間見えるため，学生にとってのニーズと教員側

が求める内容を摺り合わせて，授業の改善につなげている。 

5.教育実践(資料等) 

シラバス、テキスト、配付

物、小テスト、web の活

用（C-Learning を含む）、

アクティブラーニング実

践報告等 

配布資料はパワーポイントのスライドを穴埋め形式にしている。それによ

って，学生の集中力を持続させている。 

c-learning では，小テストや協働版を活用し，学生の学習を促している。

特に，協働版の使用については，匿名であるため，学生が自由な意見を発

信することができ，学生同士の交流手段となっている。 

6. 授業改善の取組み 

前年度授業評価アンケー

ト結果から担当授業にお

授業評価アンケート結果から，どの授業も満足度が 4.0 を超えており，お

おむね学生の授業に対する満足度が高い結果であった。しかし，講義形式

の授業ではグループワークも取り入れてほしいといった自由記述が散見



ける自己点検評価及び授

業改善計画等 

されていた。受講者数が多いため，講義形式がメインの授業にならざるを

得ないが，グループワークも一考の余地がある。 

7.今後の目標 

目標に対する今後の自分

の課題、解決方法、計画等 

学生の授業内外での学習の継続を促すため，小テスト以外の活用も課題で

ある。また，学生の大学卒業後のキャリア形成に必要な内容を精選するこ

とも課題である。 

 



HBG 版 ティーチングポートフォリオ（R5 改定版） 

1.基本情報 

名前  前信 由美 

学部 

学科 

看護学部 

看護学科 

職名  教授 

在籍年数 19 年 

教育年数 18－9 年 

専門領域 成人看護学 

2.教育の活動 

最近 3年間の担当科目 

科目名／開講期／受講者数／備考 

成人看護学概論／1年次前期／80 名／必修科目 

成人看護援助論Ⅰ／2年次前期／90 名／必修科目(演習部分) 

成人看護援助論Ⅲ／2年次後期／90 名／必修科目(演習部分) 

成人看護援助論Ⅳ／4年次前期／10 名／選択科目 

救急看護実習Ⅰ・Ⅱ／4年次前期／10 名／選択科目 

成人看護学実習Ⅰ・Ⅱ／3年次後期／90 名／必修科目 

成人看護学実習Ⅲ／4年次前期／90 名／必修科目 

看護方法論Ⅱ／2年次前期／90 名／必修科目 

看護研究概論／2年次後期／90 名／必修科目 

看護研究方法論／2年次後期／90 名／必修科目 

公衆衛生看護論／4年次後期／20 名／選択科目(保健師必修) 

看護研究セミナーⅠ／3年次後期／5名／必修科目 

看護研究セミナーⅡ／4年次通年／5名／必修科目 

災害看護論／4年次後期／90 名／必修科目 

先端医療看護論／4年次後期／40 名／選択科目 

看護教育論／4年次後期／20 名／選択科目(認知症・救急コース必修 

科学的研究入門／2年次後期／80 名／必修科目 

インクルーシブ社会論／1年後期／1320 名／3学科合同開講科目 

3.教育の理念・目的、方法 

なぜ行っているのか（自ら

の信念、価値観、目指すも

の等）、教員としての目

標、学生に求めること（期

待）等 

共通する方法や方針、独自

の工夫等 

将来の看護職としての基礎的な知識と技術・態度を身に付けると同時に、

成人看護学の視点から成人期としての特徴やケアシステムの中にいる対

象者の理解と支援方法が、理解できるよう段階的に科目を位置づけてい

る。特に救急コースの学生に関しては、生命危機状態にある対象者を理解

する為に知識・技術面だけでなく倫理面にも重点を置いて講義し、実践力

が身につくように展開している。 

講義方法に関しては、アクティブラーニングの手法を取り入れ、コメント

シートを活用し、学生の理解度と学びの内容を把握し、次回の講義に振り

返りの時間を設けるなど講義に反映している。講義方法に関しては、アク

ティブラーニングの手法を取り入れ、コメントシートを活用し、学生の理



解度と学びの内容を把握し、次回の講義に振り返りの時間を設けるなど講

義に反映している。 

4.教育改善と成果 

学内外での教育活動、委員

会活動、FD 活動で行ってき

た改善及びその成果 

教育活動としては各期の授業評価アンケート及び各実習での学生の習熟

度を参考にし、講義内容や方法論を適宜、変更・改善している。同時に学

会の委員として活動し、新たな知見や教育に関する知識を深め、教授方法

に活用している。 

学内では教育課程委員会・教職課程委員会に所属しカリキュラム変更や履

修相談等、教育に関しての全般的な活動を行っている。学生個々の状況に 

応じた指導を実践している。 

FD 委員としては研修会の企画・周知徹底を実践し、学部内の参加者は 

教員の約 7割である。成果としては、教育評価の作成・製本、学生の授業

評満足度調査、授業評価アンケート、授業時提出物（記述課題内容・コメ

ントシート・確認テスト等）、ピアレビューである。 

5.教育実践(資料等) 

シラバス、テキスト、配付

物、小テスト、web の活用

（C-Learning を含む）、ア

クティブラーニング実践

報告等 

シラバス(HP 参照) 

テキスト：成人看護学概論、災害看護、(医学書院) 

急性期看護Ⅰ・Ⅱ、慢性期看護 (南江堂) 

ビジュアル臨床看護技術 (照林社)、 

看護研究、救急看護学 (医学書院) 

資料：PP 等配布 C ラーニングを活用 

6. 授業改善の取組み 

前年度授業評価アンケー

ト結果から担当授業にお

ける自己点検評価及び授

業改善計画等 

授業評価アンケートでは、電子教科書を使用しての講義では、資料と電子

教科書を並行して活用することにより、学生の理解度が深まっているため

資料内容や活用方法については引き続き検討をしていく。講義に関しては

教員数を調整したため、学生への混乱は見られなかった。今後も講義展開

しながら学生の状況に応じて、適宜変更していく。 

7.今後の目標 

目標に対する今後の自分

の課題、解決方法、計画等 

オムニバス形式の講義展開における教授内容の繋がりが難しい面もある。

半面、教員が変わることで学生の理解・関心が深まる事もあり、今後は教

員の専門性に応じた少数での講義展開等の検討が必要である。 

 

 

 



HBG 版 ティーチングポートフォリオ（R5 改定版） 

1.基本情報 

名前 李 翁 

学部 

学科 

看護学部 

看護学科 

職名 助教 

在籍年数 2 年 

教育年数 2 年 

専門領域 精神看護学 

2.教育の活動 

最近 3年間の担当科目 

科目名／開講期／受講者数／備考 

精神看護援助論Ⅰ／2年次前期／76 名～88 名／必修科目 

精神看護援助論Ⅱ／2(3)年次前期／74 名～90 名／必修科目 

精神看護学実習／3(4)年次／73 名／必修科目 

地域・在宅看護学実習／3年次前後期／80名前後／必修科目 

看護学からの SDGｓ/2 年次後期／90 名／必修科目 

看護研究セミナーⅠ／後期／3年次生／必修科目 

看護研究セミナーⅡ／通年／4年次生／必修科目 

看護統合セミナーⅣ/4 年前期・後期/ 必修科目 

3.教育の理念・目的、方法 

なぜ行っているのか（自ら

の信念、価値観、目指すも

の等）、教員としての目

標、学生に求めること（期

待）等 

共通する方法や方針、独自

の工夫等 

人間性を尊重し、看護倫理に基づいた心のこもった看護を実践できる学生

の育成を目指す。患者さんが抱える心身の問題に深く理解と共感を持ち、

より良い生活を送るための支援ができるよう、確かな知識と技術の習得を

促していた。 

講義では、講義内容に関連する国家試験問題を活用し、学んだ内容の振り

返りと理解度の確認を行った。学生が自ら課題を見つけ、積極的に情報収

集や考察を行えるように促し、自己学習の習慣化と深化をサポートしてい

た。 

実習の場では、看護専門職としての責任を自覚し、社会人として求められ

る礼儀や行動規範を身につけるよう指導。また、学生の精神的なサポート

にも配慮し、安心して学べる環境づくりを心がけていた。 

4.教育改善と成果 

学内外での教育活動、委員

会活動、FD 活動で行ってき

た改善及びその成果 

委員会活動：教育課程委員会、FD 委員会、入試委員会 

2 年生チューター：学生支援・履修相談・日常生活に関する相談や指導を

行う、メンタル面について注意して、フォローしていく。 

5.教育実践(資料等) 

シラバス、テキスト、配付

物、小テスト、web の活用

（C-Learning を含む）、ア

クティブラーニング実践

シラバス（HP 参照） 

テキスト：精神看護の基礎 精神看護学１ （医学書院） 

     精神看護の展開 精神看護学２ （医学書院） 

医学書院 e テキスト（電子テキスト） 

毎回資料、ppt、C-learning 内の講義資料、小テスト、レポートなどを活



報告等 用しての講義展開 

6. 授業改善の取組み 

前年度授業評価アンケー

ト結果から担当授業にお

ける自己点検評価及び授

業改善計画等 

学生の理解度や満足度を向上させるため、授業内容や進行方法の見直しを

行い、よりわかりやすく、参加型の授業を意識していく。視覚的資料の充

実、グループワークの導入、フィードバックの機会を増やすことで、学生

が主体的に学べる環境を整え。今後も、学生の意見を反映しながら授業改

善に努めていく。 

7.今後の目標 

目標に対する今後の自分

の課題、解決方法、計画等 

・教育者としての知識を自主的に学び続け、最新の教育方法や看護知識の

習得に努める。授業資料の作成時には、学生の背景や立場、理解度を考慮

し、視覚的にわかりやすく、記憶に定着しやすい内容を工夫する。 

・自身の講義内容については適宜フィードバックを受け、改善点を明確に

しながら講義力の向上を図る。 

・学生が主体的に学びを深められる環境づくりや支援方法についても模

索し、教育の質向上に努める。 

 



HBG 版 ティーチングポートフォリオ（R５改定版） 

1.基本情報 

名前 渡邉 満 

学部 

学科 

看護学部 

看護学科 

職名 特任教授 

在籍年数 11 年 

教育年数 44 年 

専門領域 教育学（教育哲学、道徳教育、生徒指導） 

2.教育の活動 

最近 3 年間の担当科目 

科目名／開講期／受講者数／備考 

教育原理/1 年後期/30 名/教職必修科目 

教職概論/1 年後期/30 名/教職必修科目 

生徒指導論・生徒・進路指導論/20 名/教職必修科目 

道徳・総合的な学習の時間・特別活動の基礎/20 名/教職必修科目 

後期課程特別研究Ⅰ～Ⅲ 

母子看護学特論 2 名前期/必修科目/（看護学研究科） 

母子看護学特別演習/2 名前期後期/阿賀看護学研究科博士課程 

3.教育の理念・目的、方法 

なぜ行っているのか（自ら

の信念、価値観、目指すも

の等）、教員としての目

標、学生に求めること（期

待）等 

共通する方法や方針、独自

の工夫等 

教育の基礎的な理念とそれを具体化する理論・方法・技術を一貫した学問

的な基盤の上で学ぶことができて初めて、学校教員として課題に積極的に

取り組むことができる教員となるとの思いから講義を行っている。学生が

単に教育に関する知識を覚えるだけの学習ではなく、教育の理論、学校の

諸課題等が適切に理解できるような授業になるように心がけている。教員

は教育者なのだから、そのための教職の科目を軽く考えないでほしい。仲

間と議論し、協働しながら教育上の課題の解決を探る学習を行ってほし

い。 

4.教育改善と成果 

学内外での教育活動、委員

会活動、FD 活動で行って

きた改善及びその成果 

学校課題につながる授業となるよう内容の構成を工夫してきた。なるべく

理論と実践（教師の授業）が通底する講義になるよう努めてきた。アクテ

ィブラーニングを取り入れるようにしているが、学生の基礎的な能力の不

足もあって必ずしも成果が見られているとはいいがたい。 

5.教育実践(資料等) 

シラバス、テキスト、配付

物、小テスト、web の活

用（C-Learning を含む）、

アクティブラーニング実

践報告等 

シラバス（学部各科目、大学院参照） 

テキスト：教職概論（渡邉ほか編 福村出版）、教育学概論（小笠原道雄

編、福村出版）中学校における「特別の教科道徳」の実践（渡邉ほか編、

北大路書房）、生徒指導提要改訂版（文科省、ジアース教育新社）、その他、

幅広い資料をプリントして配布している。なるべくｐｐを活用するように

している。また、ほぼ毎回小課題を出し、書くことを求めている。AL 課

題としては、なるべく討論・対話を組み込むようにしているが、学生にそ

のための力がなく深まりに苦戦している。 

6. 授業改善の取組み 学校における教育課題と教員の課題を中心に置いて授業を展開したため、



前年度授業評価アンケー

ト結果から担当授業にお

ける自己点検評価及び授

業改善計画等 

学生による理解度が多様であり、授業評価の満足度は必ずしも高くない。

おおむね 3.8~ 3.9 で推移している。高い評価の学生も多数いるが、授業

に適応できなかった学生には極端に低い評価を行う例も見られる。時代の

変化に伴う新たな学校課題に対応することが教員には求められ、学校教員

の資質能力の向上が課題となっており、しかも上記科目はすべて教職の基

本科目であるため一定の授業レベルを保たなくてはならない。基本的には

採用試験があるので、そこでふるいにかけられるのであるが、しかし臨時

採用教員には試験も初任者研修も設定されない。教員免許があれば非正規

ではあるが教員になることはできる。その場合教員としての資質が問わ

れ、ひいては大学の責任が問われることがないよう、大学の教職課程では

一定レベルの力量を身につけさせておかなければならない。誰でも教員免

許を持つことにチャレンジはできるが、だれでも教員免許の取得ができる

わけではないという認識と自覚が必要だろう。学生への要求水準、すなわ

ち評価基準は自ずと高くならざるを得ない。それを踏まえ、学生への学習

内容の選択、提示、そして学習過程の主体化を考慮しながら、学習内容の

ポイントを明確にして授業を展開することが必要となると考え、取り組ん

でいきたい。 

7.今後の目標 

目標に対する今後の自分

の課題、解決方法、計画等 

最新の理論や知識を内容とすることと、常に学校現場での諸課題につなが

る授業になるようにしたいと思っている。教養科目で、学生に議論の方法

と技術を身につけさせてもらうとありがたい。自分の課題はさらに学生に

わかりやすい授業を行うこと。大学院の授業の方は問題もなく生産的だと

思う。そこでは学位取得に向けてさらに議論を深められるよう取り組んで

いきたい。 

 



HBG 版 ティーチングポートフォリオ（R5 改定版） 

1.基本情報 

名前 山内 京子 

学部 

学科 

看護学部 

看護学科 

職名 教授 

在籍年数 29 年 

教育年数 33 年 

専門領域 母性看護学 

2.教育の活動 

最近 3 年間の担当科目 

科目名／開講期／受講者数／備考 

人間発生・発達学/1 年次生，母性看護学概論Ⅰ・母性看護学概論Ⅱ/2 年次

生，母性看護援助論Ⅰ・Ⅱ/2 年次生，看護研究セミナーⅠ・Ⅱ/3.4 年次生，

看護研究概論/3 年次生，看護研究方法論/3 年次生，看護方法論Ⅰ・Ⅳ/2 年

次生，生殖技術看護論/4 年次生,職業選択と職業的アイデンティティ/4 年

次生，フレッシュマンセミナー/1 年次生,リーダーシップ論/4 年次生,ジェ

ンダー論/2 年次生,社会保障論/3 年次生,公的扶助論/3 年次生,権利擁護と

成年後見制度/3 年次生 

3.教育の理念・目的、方法 

なぜ行っているのか（自ら

の信念、価値観、目指すも

の等）、教員としての目

標、学生に求めること（期

待）等 

共通する方法や方針、独自

の工夫等 

看護学部の学生は真面目な者が多く,将来臨床において対人援助専門職と

して,母性看護学の視点から対象者に必要で十分な看護を提供するための

基礎的な知識と技術を身に付ける基礎づくりの科目と位置づけている。 

講義形式を双方向・多方向形式となる様に,アクティブラーニングの手法

を積極的に導入,出席確認は毎回記述課題（A4 １枚）を提出してもらい,次

回講義時にコメントを書いて返却,学生の理解度・関心等を把握,授業展開

に反映している。 

4.教育改善と成果 

学内外での教育活動、委員

会活動、FD 活動で行って

きた改善及びその成果 

授業評価を参考にして授業内容・方法を改善している。学内外の FD 活動

に積極的に参加している。カリキュラム開発と見直しを担当した等。 

成果例：学内外の表彰,学生の授業評満足度調査,授業評価アンケート,授業

時提出物（記述課題内容等）,同僚評価等 

5.教育実践(資料等) 

シラバス、テキスト、配付

物、小テスト、web の活

用（C-Learning を含む）、

アクティブラーニング実

践報告等 

シラバス,履修の手引き,医学書院発刊の関係科目テキスト（系統看護学講

座） 

毎回資料・ppt 等を活用しての講義展開 

履修学生は毎回講義の学びを c-learning の協働板に記入してもらい,コメ

ントを記している。 

6. 授業改善の取組み 

前年度授業評価アンケー

ト結果から担当授業にお

前年度の授業評価アンケート結果は総じて高く（4.0 以上）、コメント欄等

への否定的表記は見当たらないため、講義全体の展開方法については、引

き続き継続していく。C-learning の協働板の活用については前向き評価が



ける自己点検評価及び授

業改善計画等 

得られているので、継続実施、アクティブラーニング手法についても検討

調整を加えていく。 

7.今後の目標 

目標に対する今後の自分

の課題、解決方法、計画等 

オムニバス形式の講義展開における教授内容の繋がりの難しさ（学生の理

解・関心を深めるため）の解消法の検討（工夫） 

 

 



HBG 版 ティーチングポートフォリオ（R5 改定版） 

1.基本情報 

名前 山崎 登志子 

学部 

学科 

看護学研究科 

職名 特任教授 

在籍年数 2 か月 

教育年数 28 年 

専門領域 在宅・地域看護学 

2.教育の活動 

最近 3 年間の担当科目 

科目名／開講期／受講者数／備考 

2025 年度 

博士前期課程：特別研究Ⅰ/前期/0 名/必修、特別研究Ⅱ/後期/0 名/必修、

特別研究Ⅲ/前期/0 名/必修、特別研究Ⅳ/後期/0 名/必修、看護学研究方

法特論/前期/3 名/必修、在宅看護学特論/前期/0 名/選択、在宅看護学演

習/後期/0 名/選択 

博士後期課程：看護学研究特論/前期/1 名/必修、在宅・地域看護学特論/

前期/0 名/選択、在宅・地域看護学特別演習/通年/0 名/選択、看護学特別

研究Ⅰ/通年/必修、看護学特別研究Ⅱ/通年/必修、看護学特別研究Ⅲ/通

年/選択 

3.教育の理念・目的、方法 

なぜ行っているのか（自ら

の信念、価値観、目指すも

の等）、教員としての目

標、学生に求めること（期

待）等 

共通する方法や方針、独自

の工夫等 

看護学研究科の学生達はほとんどが社会人であり、臨地での経験の中から

自己の課題を見出し、それを探求しようと大学院に進学している。それら

の課題探求の目的はより良い支援の追求であり、研究を通してその目的意

識を明確にしていくことを期待する。 

そのため、自らの課題を客観視できるよう、アクティブラーニングを導入

し、毎回学生自らが授業テーマに基づいたレポートを提出・発表し、授業

の中でディスカッションを行いながら、授業展開を行っていく。 

4.教育改善と成果 

学内外での教育活動、委員

会活動、FD 活動で行って

きた改善及びその成果 

新任 

5.教育実践(資料等) 

シラバス、テキスト、配付

物、小テスト、web の活

用（C-Learning を含む）、

アクティブラーニング実

践報告等 

シラバスに基づき、学生が作成した資料に関連した内容に関連した配布物

や ppt を提示する。 

6. 授業改善の取組み 新任 



前年度授業評価アンケー

ト結果から担当授業にお

ける自己点検評価及び授

業改善計画等 

7.今後の目標 

目標に対する今後の自分

の課題、解決方法、計画等 

オムニバス形式の講義展開が多いことから、教授内容の繋がりの難しさが

生じる。学生達の学びを深めるために授業担当教員間での情報共有を密に

していく。 

 

 


